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安全に関するご注意 


a 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがあ y ますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を妨げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (IEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関す 
る規格に準拠しています。 
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1 お使いになる前に 


お使いのコンピューターのメインのオペレーティングシステムは、 Microsoft ® Windows ® です。ま 
た、お使いのコンピューターには、 [ HPQuickWeb ] がインストールされている場合があります（一部 
のモデルのみ）。 

• Microsoft Windows オペレーティングシステムは、ディスプレイにデスクトップを表示し、コン 
ピューターのハードウェア、周辺機器、およびソフトウェアプログラムを制御します。 

• お使いの コン ピューターに [ HPQuickWeb ] がインストールされている場合は、メインのオペ レー 
ティングシステムを起動しなくても、 [ HPQuickWeb ] を使用してすばやくインターネットを参照 
したり、デジタル写真を表示したり、音楽を聴いたり、電子メール、インスタントメッセー 
ジ、または [ Skype ] (—部のモデルのみ）で連絡を取り合ったりできます。 

W 注記 ： [HP QuickWeb ] を無効まよ再び有効にするには7第10章の _ 「[HP QuickWeb ] の設定変更」 

を參照してください。通知領域にある[ヘルプ]アイコンをクリックすると 、 [HP QuickWeb ] のソフト 
ウェアヘルプにアクセスできます。 


[HP QuickWeb ] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP QuickWeb ] を起動するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れます 。 [HP QuickWeb ] の画面が開きます。 

2. [ QuickWeb ] 画面のアイコンをクリックしてプログラムを起動します。 

Microsoft Windows から [HP QuickWeb ] を起動するには、以下の操作を行います。 

▲ [スタート]—[シャットダウン]ボタンの横にある矢印イ再起動]の順にクリックします。コンピュー 
夕一が再起動し 、 [HP QuickWeb ] のホームページが表示されます。 


If 注記 ： [HP QuickWeb ] について詳しくは 、 [HP QuickWeb ] のソフトウエアヘルプを參照してくださ 


[HP QuickWeb ] の使用（一部のモデルのみ） 1 







2 機能 


ハードウ：！: アの 確認 

コ ンピュ ー タ ー に取り付けられているハ ー ドウエアの一覧を參照するには、[スタ_ 卜】—[コントロー 
ルパネル]—[システムとセキュリティ]の順に選択します。次に、[システム]領域で[デバイスマネー 
ジャ ー] をクリックします。 

[デバイス マネージャー] を使用して、 ハー ドウエアの追加またはデバイス設定の変更もできます。 


歐 注記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウヱアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサボート]を参照してください。 


各部の名称 

表面の各部 

タツチパッド 



名称 


説明 

(1) 

タッチパッドランプ 

• 白色：タツチパツドが有効になっています 

• オレンジ色：タツチパツドが無効になっています 

(2) 

タッチパッド* 

ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティ 
ブにしたりします 
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名称 


説明 

(3) 

左のタッチパッドボタン* 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(4) 

タッチパッドオン/オフボタン 

タッチパッドの有効/無効を切り替えます 

(5) 

タッチパッドのスクロールゾーン 

画面を上下にスクロールします 

(6) 

右のタッチパッドボタン* 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 

* この表では初期設定の状態について説明しています。ポインティングデバイスの設定を表示したり変更したりするには、 
[スタート】—[デイスとプリンター]の順に選択します。次に、お使いのコンピューターを表すデバイスを右クリックして、 
[マウス設定]をクリックします。 


ランプ 

9 〇 Q 



名称 


説明 


(1) 

Caps Lock フンプ 

点灯: 

: Caps Lock がオンになつています 

(2) 

ミュート（消音）ランプ 

点灯: 

コンピューターの音が消えている状態です 

(3) 

Num Lock ランプ 

点灯：内蔵テンキーが有効な状態か、別売の外付けテンキーで 
Num Lock が有効な状態です 
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キー 



名称 



説明 

(1) 


esc 牛一 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を表 
示します 

(2) 


fn キー 

矢印キー 、 num Ik キー 、 または esc キ _ と組み合わせて押す 
ことによって、頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(3) 

st 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート】メニューを表示します 

(4) 

3 

Windows アプリケーシヨンキー 

力ーソルを置いた項目のシヨ_トカットメニューを表示しま 
す 

(5) 


内蔵テンキ_ 

内蔵テンキーが有効になっているときは、外付けテンキーと 
同様に使用できます。上の図は英語版のキー配列です。日本 
語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置 
は同じです 

(6) 


操作キー 

頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(7) 


num Ik キー 

fn キーと一緒に押すと、内蔵テンキーの有効/無効が切り替わ 
ります。 
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前面の各部 



0# 


名称 説明 


(1) スピーカー （X2) サウンドを出力します 


(2) バッテリランプ 点灯：バッテリが充電中です 

点滅：コンピューターの電源としてバッテリのみを使用していて、口一 
バッテリ状態になつています。完全なローバッテリ状態になつた場合 
は、バッテリランプがすばやく点滅し始めます 

消灯：コンピューターが外部電源に接続されている場合、コンピューター 
に装着されているすべてのバッテリが完全に充電されると、このランプは 
消灯します。コンピューターが外部電源に接続されていない場合は、 
ローバッテリ状態になるまでランプは消灯したままです 


(3) ドライブランプ 


白色：ハードドライブにアクセスしています 


点滅：ハードドライブまたは別売の外付けオプティカルドライブにアク 
セスしています 

オレンジ色： [HP ProtectSmart Hard Drive Protection] によってハードドラ 
イブが一時停止しています 


右側面の各部 
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名称 


説明 



(1) 

電源ランプ 

• 

点灯： 

コンピューターの電源がオンになっています 



參 

点滅： 

コンピューターがスリーブ状態になっています 



• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイバネーシヨ 
ン状態になっています 

(2) 

電源スイッチ 

參 

コンピューターの電源が切れているときにスライドさせると、電源が 
入ります 



• 

コンピューターの電源が入っているときに短くスライドさせると、ス 
リーブが開始します 
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名称 


説明 


• コンピューターがスリープ状態のときに短くスライドさせると、ス 
リ _ プが終了します 

• コンピューターがハイバネーシヨン状態のときに短くスライドさせる 
と、ハイバネーシヨンが終了します 

コンピューターが応答せず、 Windows のシャットダウン手順を実行でき 
ないときは、電源スイッチをスライドさせて5秒程度そのままにすると、 
コンピューターの電源が切れます 


電源設定について詳しくは、[スタート】—[コントロールパネル]—[システ 
ムとセキュリティ ]— [電源オプシヨン]の順に選択します 


(3) 

無線ランプ 

• 青色：無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN) デバイス、無 
線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN) デバイス、または 
Bluetooth® デバイスなどの内蔵無線デバイスがオンになっています 

• オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっています 

(4) 

無線ボタン 

無線機能をオンまたはオフにしますが、無線接続は作成されません 

注記： 無線接続を確立するには、無線ネットワークがセットアップされ 
ている必要があります 

(5) 

USB コネクタ （x2) 

別売の USB デバイスを接続します 

(6) 

通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通します 

注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コンピューター 
のファンは自動的に作動します。通常の操作を行っているときに内部ファ 
ンが回転したり停止したりしますが、これは正常な動作です 

(7) 

セキュリティロックケーブル用スロッ 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに接続します 


注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はありますが、コン 
ピューターの盗難や誤った取り扱いを完全に防ぐものではありません 


左側面の各部 



© @(@) © @ ❹⑧ 


名称 


説明 

(1) 

電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 

(2) 

AC アダプターランプ 

• 点灯：コンピューターは外部電源に接続されています 

• 消灯：コンピューターは外部電源に接続されていません 

(3) 

RJ-45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(4) 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 
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名称 


説明 

(5) 

HDMI コネクタ 

HD 対応テレビなどの別売のビデオデバイスやオーディオデバ 
イス、または対応するデジタルコンポーネントやオーディオコ 
ンポーネントを接続します 

(6) 

USB コネクタ （ x2) 

別売の USB デバイスを接続します 

注記： 一部のモデルでは、別売の USB オプティカルディス 
クドライブを使用できます。詳しくは、印刷物の『クイック 
セットアップ』を参照してください 

(7) 

メディアスロット 

以下のフォーマットのメディアカードに対応しています 

• メモリースティック （ MS) 

• メモリースティック PRO (MS PRO) 

• マルチメディアカード （ MMC) 

• SD (Secure Digital) メモリカード 

• SDHC (Secure Digital High Capacity) メモリカード 

• xD ピクチャーカード （ XD) 

• xD ピクチャーカード (XD) Type H 

• xD ピクチャーカード (XD) Type M 

(8) 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 
ン、ヘッドセット、またはテレビオーディオを接続したとき 
に、サウンドを出力します 

注記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピュ _ 夕 _ 本体のスピーカ _ は無効になります 

(9) 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピュ _ 夕 _ 用へッドセットのマイク、ステレオアレ 
イマイク、またはモノラルマイクを接続します 
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裏面の各部 


® (D 




み 

_ 

e 


名称 



説明 

(1) 

SIM (Subscriber Identity Module ) スロット 
(一部のモデルのみ） 

バッテリベイの中にあります 

(2) 

バッテリベイ 


バッテリが装着されています 

(3) | 

1バツテリリリースラツチ 


バッテリベイからバッテリを取り外します 

(4) 

通気孔 ( x 6) 


コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通し 
ます 




注記 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行つ 
ているときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、こ 
れは正常な動作です 

(5) 

メモリモジュールコンパ 

_ トメント 

メモリモジュールスロット（一部のモデルでは2スロット） 
および無線 LAN (WLAN) モジュールスロットがあります 




注意 システムの応答停止を防ぐため、無線 LAN モジュー 
ルを交換する場合は、日本国内の無線デバイスの認定/承認機関 
でこのコンピューター用に認定された無線モジュールのみを使 
用してください。モジュールを交換した後にエラーメッセージ 
が表示される場合は、モジュールを取り外してコンピューター 
を元の状態に戻した後で、[ヘルプとサボート]からサボート窓 
口にお問い合わせください 

(6) 

ハードドライブベイ 


ハードドライブ、および無線ワイドエリアネットワーク（無 
線 WAN) モジュールを装着します（一部のモデルのみ） 
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名称 


説明 


注意： システムの応答停止を防ぐため、無線 LAN モジュー 
ルを交換する場合は、日本国内の無線デバイスの認定/承認機関 
でこのコンピューター用に認定された無線モジュールのみを使 
用してください。モジュールを交換した後に エラー メッセージ 
が表示される場合は、モジュールを取り外してコンピューター 
を元の状態に戻した後で、[ヘルプとサボート]からサポート窓 
口にお問い合わせください 


ディスプレイの各部 



名称 


説明 

(1) 

内蔵マイク 

サウンドを録音します 

(2 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

(3) 

Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 
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無線アンテナ 



名称 


説明 


(1) 

無線 WAN アンテナ （X 2) (— 部のモデルのみ） 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN) で通信する無線信 
号を送受信します 

(2) 

無線 LAN アンテナ （X2) * 

無線ローカルエリアネットワーク 
信号を送受信します 

(無線 LAN) で通信する無線 

* アンテナはコンピューターの外側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、 
置かないでください。 

アンテナの周囲には障害物を 


お住まいの地域の無線に関する規定情報については、『規定、安全、および環境に関するご注意』を 
參照してください。これらの規定情報には、[ヘルプとサポート]からアクセスできます。 
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その他のハードウエアコンポーネント 



名称 


説明 

(1) 

電源コー P 

AC アダプターを接続します 

(2) 

AC アダプター 

AC 電源を DC 電源に変換します 

(3) 

バツテリ* 

コンピューターが外部電源に接続されていないときに、コンピュー 
ターに電力を供給します 

* バッテリおよび電源コードは、国や地域によって外観が異なります。このコンピューターを日本国内で使用する場合は、製 
品に付属の電源コードをお使いください。付属の電源コードは、他の製品では使用できません。 


ラベル 


コンピュ _ 夕 _ に貼付されているラベルには、システムの問題を解決したり、コンピュ _ 夕 _ を日本 
国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 

• サービスタグ：以下の情報を含む重要な情報が記載されています。 


t 




"product = mm 
--s/n : xxxMmx 
p/n : xxxxxxxxi 

xxxxxsmxu 

u 訓 _ 111111 IIN 關 1.111 
議 1111111 1| 議 111111 

service 

tag 

xxjygjtm 

warrant x year 


S 


。 （1) 製品名：コンピューターの前面に貼付されている製品名です。 

。 （2) シリアル番号 （ s / n ) :各製品に一意の英数字 ID です。 

。 （3) 製品番号 （ p / n ) :製品のハードウエアコンポーネントに関する固有の情報を提示する 
番号です。製品番号は、サービス担当者が必要なコンポーネントや部品を確認する場合に役 
立ちます。 
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。 (4) モデルの記載：お使いのコンピュータ_に関する文書、ドライバー、サポート情報を得 
るときに使用します。 

。 （5) 保証期間：このコンピューターの標準保証期間が記載されています。 

これらの情報は、サボート窓口にお問い合わせをするときに必要です。サービスタグラベル 
は、コンピューターの裏面に貼付されています。 

• Microsoft Certificate of Authenticity : Windows のプロ ダクトキー （Product Key、Product ID ) が 
記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブル 
シューティングのときに必要になる場合があります。このラベルは、コンピューターの裏面に貼 
付されています。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、バッテ 
リカバーの下に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各国または各地域の一 
部の認定マークが記載されています。オプションのデバイスは、無線口ーカルエリアネットワー 
ク（無線 LAN ) デバイス、 HP モバイルブロードバンドモジュール、または Bluetooth デバイス 
などです。1つ以上の無線デバイスを使用している機種には、1つ以上の認定ラベルが貼付され 
ています。日本国外でモデムを使用するときに、この情報が必要になる場合があります。無線認 
定/認証ラベルは、コンピューターの裏面に貼付されています。 

• SIM (Subscriber Identity Module ) ラベル（一部のモデルのみ ）： SIM の ICCID (Integrated 
Circuit Card Identifier ) が記載されています。このラベルは、バッテリベイの中に貼付されてい 
ます。 

• HP モバイルブロードバンドモジュールシリアル番号ラベル（一部のモデルのみ）： HP モバイ 
ルブロードバンドモジュールのシリアル番号が記載されています。このラベルは、バッテリべ 
イの中に貼付されています。 
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3 無線および口ーカルエリアネットワーク 


無線デバイスの使用 

無線技術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 

コンピューターには、以下の無線デバイスが1つ以上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス：会社の事務所、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、喫茶店、ホテル、大学など）で、コンピューターを無線口ーカルエ 
リアネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN 、 WLAN と呼ばれます）に接続 
します。無線 LAN では、各モバイル無線デバイスは無線ルータまたは無線アクセスポイントと 
通信します。 

• HP モバイルブロ _ ドバンドモジュール：モバイルネットワ _ ク事業者のサ _ ビスが利用でき 
る場所であればどこでも情報にアクセスできる、無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) 
デバイスです。無線 WAN では、各モバイルデバイスはモバイルネットワーク事業者の基地局 
と通信します。モバイルネットワーク事業者は、地理的に広い範囲に基地局（携帯電話の通信 
塔に似ています）のネットワークを設置し、県や地域、場合によっては国全体にわたってサービ 
スエリアを効率的に提供します。 

• Bluetooth デバイス：他の Bluetooth 対応デバイス（コンピューター、電話機、プリンター、へッ 
ドセット、スピーカー、カメラなど）に接続するためのパーソナルエリアネットワーク 
( PAN ) を確立します。 PAN では、各デバイスが他のデバイスと直接通信するため、デバイス同 
士が比較的近距離になければなりません（通常は約10 m 以内）。 

無線 LAN デバイスを搭載したコンピューターは、以下の IEEE 業界標準のうち1つ以上に対応してい 

ます。 


• 802.1 1 b :最初に普及した規格であり、最大11 Mbps のデータ転送速度をサボートし、 2.4 GHz 
の周波数で動作します。 

• 802.11 g :最大54 Mbps のデータ転送速度をサボートし、 2.4 GHz の周波数で動作します。 
802.1 1 g の無線 LAN デバイスは802.1 1 b デバイスとの後方互換性があるため、両方を同じネッ 
トワークで使用できます。 

• 802.11 a :最大54 Mbps のデータ転送速度をサボートし、5 GHz の周波数で動作します。 


歐 注記： 802.1 la は802.1 1 b および802.1 1 g 土の互換性はありません。 

• 802.1 In は最大450 Mbps のデータ速度をサボートし、 2.4 GHz または5 GHz で動作します。 

802.11 a 、 b 、 g との互換性があります。 

無線技術について詳しくは、[ヘルプとサボート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さい。 

無線アイコンとネットワークステータスアイコンの 確認 


アイコン 

名前 

説明 

(( 1 )) 

無線（接続済み） 

コンピューターのハードウェアとしての無線ランプおよび 
無線ボタンの位置を示します。ソフトウェアとしては、コ 
ンピューター上の [HP Wireless Assistant] ソフトウェアを示 
し、また1つ以上の無線デバイスがオンになっていること 
を表します 
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無線（切断済み） 

コ ンピュ ーター 上の [HP Wireless Assistant] ソフト ウェア お 
よびすベての無線デ/ くイスがオフになっていることを示し 
ます 

馨 

HP Connection Manager 

[HP Connection Manager] を開きます。 [HP Connection 
Manager] では、 HP モバイルブロー ドバンドデバイスを使 
用した接続を作成できます（一部モデルのみ） 


有線ネットワーク（接続済み） 

1つ以上のネットワークドライバーがインストールされて 
いて、1つ以上のネットワークデバイスがネットワークに 
接続されていることを示します 




ネットワーク（接続済み) 


以下の状況になっていることを示します 

• 1つ以上のネットワークドライバーがインストールさ 
れている 


• 1つ以上のネットワークデバイスが無線ネットワーク 
に接続されている 

• 1つ以上のネットワークデバイスが有線ネットワーク 
に接続されている 




ネットワーク（無効/切断済み) 



有線ネットワーク（無効/切断済み) 


以下の状況になっていることを示します 

• 1つ以上のネットワークドライバーがインストールさ 
れている 

• 使用できる無線接続がないか、すべての無線ネットワー 
クデバイスが無線ボタンまたは [HP Wireless Assistant] 
によって無効になっている 


以下の状況になっていることを示します 

• 1つ以上のネットワークドライバーがインストールさ 
れている 

• すべてのネットワークデバイスまたはすベての無線デ 
バイスが Windows の[コントロールパネル]によって無 
効になっている 



ネットワーク（切断済み) 


以下の状況になっていることを示します 

• 1つ以上のネットワークドライバーがインストールさ 

れている 


• 使用できる無線接続がある 


無線コントロールの使用 

以下の機能を使用して、コンピューター本体の無線デバイスを制御できます。 

• 無線ボタンまたは無線スイッチ（このガイドでは無線ボタンと呼びます) 

• [HP Wireless Assistant ] ソフトウエア 

• [HP Connection Manager ] ソフトウ王ア（一部のモデルのみ） 

• オペレーティングシステムの制御機能 
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カルエリアネットワーク 











無線ボタンの使用 

モデルにもよりますが、コンピューターには無線ボタン、1つ以上の無線デバイス、1つまたは2つ 
の無線ランプがあります。出荷時の設定では、コンピューターのすベての無線デバイスは有効になつ 
ていて、コンピューターの電源を入れると青い無線ランプが点灯します。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデバイスの状態を表す 
ものではありません。無線ランプが青色に点灯している場合は、1つ以上の無線デバイスが有効になつ 
ていることを示しています。無線ランプが点灯していない場合は、すべての無線デバイスが無効に 
なっていることを示しています。 


啟 注記： モデルによっては、すべての無線デバイスがオフになっている場合にオレンジ色のランプが 
点灯します。 


出荷時の設定ではすべての無線デバイスが有効になっています。このため、複数の無線デバイスの才 
ンとオフの切り替えを、無線ボタンで同時に行うことができます。無線デバイスのオンとオフを個別 
に■整するには、 [HP Wireless Assistant] ソフトウェアを使用します。 

[HP Wireless Assistant ] ソフトウェアの使用 

無線デ/くイスは、 [HP Wireless Assistant] ソフトウェアを使用してオンとオフを切り替えることができ 
ます。無線デバイスがセットアップューティリティで無効になっている場合、 [HP Wireless Assistant] 
を使用してそのデバイスのオンとオフを切り替えるには、最初にセットアップューティリティで無線 
デバイスを有効に設定しなおしておく必要があります。 


歐 注記： 無線デバイスを有効にしても（オンにしても）、コンピューターがネットワークまたは 
Bluetooth 対応デバイスに自動的に接続されるわけではありません。 


無線デノ<イスの状態を表示するには、[隠れているインジケーターを表示します】アイコン（通知領域 
の左側にある矢印）をクリックし、無線アイコンの上にマウスポインターを置きます。 

[無線]アイコンが通知領域に表示されていない場合、以下の操作を行って [HP Wireless Assistant] のプ 
ロパティを変更します。 

1. [ スタート ]—[ コントロールパネル ]—[ ハードウヱア ]— [Windows モビリテイセンター】の 順に選 

択します。 

2. [Windows モビリティセンタ ー] の最下部の [HP Wireless Assistant] の領域にある無線アイコンを 
クリックします。 

3. [ プロパティ ] をクリックします。 

4. 通知領域にある [HP Wireless Assistant ] アイコンの横のチェックボックスにチェックを入れま 
す。 

5. [適用]をクリックします。 

6. [閉じる]をクリックします。 

詳しくは、 [HP Wireless Assistant] ソフトウェアのヘルプを参照してください。 

1. [Windows モビリティセンター]にある無線アイコンをクリックして [HP Wireless Assistant] を開 
きます。 

2. [ ヘルプ ] ボタンをクリックします。 

[HP Connection Manager] の使用（一部のモデルのみ） 

お使いのコンピューターの HP モバイルブロードバンドデバイスを使用して無線 LAN に接続するに 
は、 [HP Connection Manager] を使用します。 
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[HP Connection Manager] を開くには、タスクバーの右端の通知領域にある [HPConnection Manager ] 
アイコンをクリックします。 

または 

[スタート]—[すべてのプログラム ]— [HP Connection Manager]—[HP Connection Manager ] の順に 

選択しま+。 

[HP Connection Manager] の使用方法について詳しくは、 [HP Connection Manager] ソフトウ i アのへ 
ルプを参照してください。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

—部のオペレーティングシステムでは、オペレーティングシステム自体の機能として内蔵無線デバ 
イスと無線接続を管理する方法が提供されています。たとえば、 Windows では、[ネットワークと共 
有センター]によって、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接続、無線ネット 
ワークの管理、およびネットワークの問題の診断と修復が行えます。 

[ネットワークと共有センター]にアクセスするには、[スタート]—[コントロールパネル]—[ネツトワー 
クとインターネット]—[ネットワークと共有センター ] の順に選択します。 

詳しくは、[スタート]—[ヘルプとサボート]の順に選択します。 

無線 LAN の使用 

無線 LAN デバイスを使用すると、無線ルータまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、 
複数のコンピューターおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 
LAN) にアクセスできます。 


歐 注記： 無線ルータと無線アクセスポイントという用語は、同じ意味で使用されることがよくあリま 
す。 


• 企業または公共の無線 LAN など、大規模な無線 LAN では通常、大量のコンピューターおよび周 
辺機器に対応したり、重要なネットワーク機能を分離したりできる無線アクセスポイントを使 
用します。 


• ホームオフィス無線 LAN やスモールオフィス無線 LAN では通常、無線ルータを使用して、複 
数台の無線接続または有線接続のコンピューターでインターネット接続、プリンター、および 
ファイルを共有できます。追加のハードウエアやソフトウヱアは必要ありません。 

お使いのコンピューターに搭載されている無線 LAN デバイスを使用するには、無線 LAN インフラス 
トラクチャ（サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供される）に接続す 
る必要があります。 

無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、以下のような準備が必要です。 

• ブロ_ドバンドモデム （DSL またはケ_ブル） （1) およびインタ_ネットサービスプロバイ 
ダー （ISP) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ルー■夕（別売） （2) 

• 無線コンピューター （3) 

下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークのインストール例を示しています。 
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• し 


お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加できます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルータの製造元または ISP から提供されている情報を 
參照してください。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN の標準仕様に備わっているセキュリティ機能は限られていて、基本的には大規模な攻撃では 
なく簡単な盗聴を防ぐための機能しかありません。そのため、無線 LAN には、既知でよく確認されて 
いるセキュリティの脆弱性があると認識しておくことが大切です。 

「無線 LAN スポット」と呼ばれるインターネットカフェや空港などで利用できる公衆無線 LAN で 
は、セキュリティ対策が取られていないことがあります。公共の場でのセキュリティと匿名性を高め 
る新しい技術は、無線デバイスの製造元や無線 LAN スポットのサービスプロバイダーによって開発 
されている段階です。無線 LAN スポットを利用するときにコンピューターのセキュリティに不安があ 
る場合は、ネットワークに接続しての操作を、重要でない電子メールや基本的なネットサーフィン程 
度にとどめておいてください。 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。一般的なセキュリティレベル 
は、 WPA (Wi-Fi Protected Access) -Personal と WEP (Wired Equivalent Privacy) です。無線信号 
はネットワークの外に出てしまうため、他の無線 LAN デ/《イスに保護されていない信号を拾われ、 
(許可しない状態で）ネットワークに接続されたり、ネットワークでやり取りされる情報を取得され 
たりする可能性があります。ただし、事前に対策を取ることで無線 LAN を保護できます。 

• セキュリティ機能内蔵の無線トランスミッタを使用する 

無線基地局、ゲートウェイ、またはルータといったトランスミッタの多くには、無線セキュリ 
ティプロトコルやファイアウォールといったセキュリティ機能が内蔵されています。適切な無 
線トランスミッタを使用すれば、無線セキュリティでの最も一般的なリスクからネットワークを 
保護できます。 


• ファイアウォールを利用する 


ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要求をチヱックし、疑わし 
いデータを破棄する防御壁です。利用できるファイアウォールにはさまざまな種類があり、ソフ 
トウヱアとハードウヱアの両方があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせ 
て使用します。 

• 無線を暗号化する 

さまざまな種類の高度な暗号プロトコルが、無線 LAN ネットワークで利用できます。お使いの 
ネットワークのセキュリティにとって最適な解決策を、以下の中から探してください。 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy ) は、すべてのネットワークデータを送信される前に 
WEP キーで符号化または暗号化する無線セキュリティプロトコルです。通常は、ネット 
ワーク側が割り当てた WEP キーを使用できます。また、自分でキーを設定したり、異なる 
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キーを生成したり、他の高度なオプションを選んだりすることもできます。正しいキーを持 
たない他のユーザーが無線 LAN を使用することはできなくなります。 

。 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) は、 WEP と同じように、セキュリティ設定によってネッ 
トワークから送信されるデータの暗号化と復号化を行います。ただし、 WEP のように1つ 
の決められたセキュリティキーを利用して暗号化を行うのではなく、 「 TKIP」(temporal key 
integrity protocol ) を使用してパケットごとに新しいキーを動的に生成します。また、ネッ 
トワーク上にあるコンピューターごとに異なるキーのセットを生成します。 

他のネットワークへの口ーミング 

お使いのコンピューターを他の無線 LAN が届く範囲に移動すると、 Windows はそのネットワークへ 
の接続を試みます。接続の試行が成功すると、お使いのコンピューターは自動的にそのネットワーク 
に接続されます。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 
LAN に接続するために最初に行った操作をもう一度実行してください。 

HP モバイルブロードバンドの使用（一部のモデルおよび一部 
の国や地域のみ） 

HP モバイルブロードバンドを使用すると、コンピューターで無線ワイドエリアネットワーク 
( WWAN ) を使用できるため、無線 LAN でのアクセスよりも、より多くの場所のより広い範囲からイ 
ンターネットにアクセスできます。 HP モバイルブロ _ドバンドを使用するには、ネットワークサー 
ビスプロバイダー（モバイルネットワーク事業者と呼ばれます）と契約する必要があります。ネッ 
トワ— ク サービス プロバイダ—は、ほとんどの場合、携帯電話事業者です。 HP モバイルブロード 
バンドの対応範囲は、携帯電話の通話可能範囲とほぼ同じです。 


モ バイルネットワーク事業者のサービスを利用して HP モ バイルブロードバンドを使用すると、出張 
や移動中、または無線 LAN スポットの範囲外にいるときでも、インターネットへの接続、電子メール 
の送信、および企業ネットワークへの接続が常時可能になります。 

HP モバイルブロードバンドは、以下のテクノ ロジをサボートしています。 

• HSPA (High Speed Packet Access ) は 、 GSM (Global System for Mobile Communications ) 電 
気通信標準に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

• EV-DO (Evolution Data Optimized ) は 、 CDMA (Code Division Multiple Access ) 電気通信標準 
に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

モバイルブロ ードバンドサ _ ビスを有効にするには、 HP モバイルブロ _ ドバンドモジユールのシ 
リアル番号が必要な場合があります。シリアル番号は、コンピューターのバッテリベイの内側に貼付 
されているラベルに印刷されています。 


モバイルネットワーク事業者によっては 、 SIM (Subscriber Identity Module ) が必要な場合がありま 
す。 SIM には 、 PIN (個人識別番号）やネットワーク情報など、ユーザーに関する基本的な情報が含 
まれています。一部のコンピューターでは、 SIM がバッテリベイにあらかじめ装着されています。 
SIM があらかじめ装着されていない場合、 SIM は、コンピューターに付属の HP モバイルブロードバ 
ンド情報に含まれているか、モバイルネットワーク事業者から別途入手できることがあります。 

SIM の装着と取り出しについて詳しくは、この章の 「 SIM の装着」と 「 SIM の取り出し」の項を参照 
してください。 

HP モバイルブロ_ドバンドに関する情報や、推奨されるモバイルネットワ_ク事業者のサ_ビスを 
有効にする方法については、コンピューターに付属の HP モバイルブロードバンド情報を参照してく 
ださい。詳しくは、 HP の Web サイト、 http :// www . hp . com / qo / mobilebroadband / (英語サイト）を参 
照してください。 


18 第3章無線および口ーカルエリアネットワーク 



SIM の装着 

A 注意： コネクタの損傷を防ぐ^こめ、 SIM を装着するときは無理な力を加えな卩でく反さし^ 7 ~ 

SIM を装着するには、以下の操作を行います。 

コンピュ_夕_をシャットダウンし ます。 コンピュ_夕_の電源が切れているかハイバネ_シヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源スイッチをスライドさせてコンピューターの電源を入 
れ ます。 次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンし ます。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜き、コンピューターの電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

7. SIM を SIM スロットに挿入し、しっかり固定されるまでそっと押し込みます。 



8. パ'ッテリを取り付けなおします。 

^ 注記： バッテリを装着しなおさないと、 HP モバイルブロード/!ンドは無効にな习ます; 

9. 外部電源および必要に応じて外付けデバイスを接続しなおします。 

10. 外付けデバイスを接続しなおします。 

11. コンピューターの電源を入れます。 

SIM の取り出し 

SIM を取り出すには、以下の操作を行います。 

1. コンピュ_夕_をシャットダウンします。コンピュ_夕_の電源が切れているかハイバネ_シヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源スイッチをスライドさせてコンピューターの電源を入 
れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 


HP モバイルブロードバンドの使用（一部のモデルおよび一部の国や地域のみ）19 







3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜き、コンピューターの電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

7. SIM をいったんスロットに押し込んで（1)、固定を解除してから取り出します（2)。 



8. バッテリを取り付けなおします。 

9. 外部電源および必要に応じて外付けデバイスを接続しなおします。 

10. 外付けデバイスを接続しなおします。 

11. コンピューターの電源を入れます。 

Bluetooth 無線デバイスの使用 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、以下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター（デスクトップ、ノートブック、 PDA ) 

• 電話機（携帯、 コー ■ドレス、 スマー■トフ オン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• 才ーディオデバイス（ヘッドセット、スピーカー ） 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設定できるピアッー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用方法については、 Bluetooth ソフトウヱアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共有 ( ICS ) 

ホストとして1台のコンピューターに Bluetooth を設定し、そのコンピューターをゲートウェイとし 
て利用して他のコンピューターがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめ 
しません。 Bluetooth を使用して2台以上のコンピューターを接続する場合、インターネット接続共 
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有 ( ICS ) が可能なのはそのうちの1台で、他のコンピューターは Bluetooth ネットワークを利用して 
インターネットに接続することはできません。 

Bluetooth は、お使いのコンピューターと、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線 
デバイスとの間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および 
Windows オペレーテイングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコン 
ピューターを Bluetooth 経由で常時接続しておくことはできません。 


無線接続に関する問題のトラブルシューティング 

無線接続に関する問題の原因として、以下のようなものが考えられます。 

• ネットワーク設定 （ SSID またはセキュリティ）が変更された。 

• 無線デバイスのインストールに失敗した、または無線デバイスが無効である。 

• 無線デバイスまたはルータのハードウヱアが故障した。 

• 無線デバイスが他のデバイスからの干渉を受けている。 


歐 注記： 無線ネットワークデバイスは、一部のモデルにのみ搭載されています。無線ネットワーク機 
能がコンピューターの基本機能として搭載されていない場合は、無線ネットワークデバイスを購入し 
てコンピューターに追加できます。 


ネットワーク接続の問題を解決する可能性のある方法を1つずつ実行する前に、すべての無線デバイ 
スについて、デバイスドライバーがインストールされていることを確認してください。 

使用したいネットワークに接続できないコンピューターの診断および修復を行うには、この章で説明 
する手順を実行してください。 

無線 LAN に接続できない場合 

無線 LAN への接続で問題が発生している場合は、内蔵無線 LAN デバイスがコンピューターに正しく 
取り付けられていることを確認してください。 


啟 注記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、 [ヘルプと サボート]を参照してください。 


1. [スタート]—[コントロールパネル】—[システムとセキュリティ】の順に選択します。 

2. [システム]領域の[デバイスマネージャー]をクリックします。 

3. [ネットワークアダプター】の横の矢印をクリックして一覧を展開し、すべてのアダプタ _ を表示 
します。 

4. ネットワークアダプタ__覧で無線 LAN デバイスを確認します。無線 LAN デバイスの場合は、 
「無線」、「無線 LAN 」、「 WLAN 」、「 Wi - Fi 」、 または「802.11」などと表示されます。 

無線 LAN デバイスが表示されない場合は、お使いのコンピューターに無線 LAN デバイスが内蔵 
されていないか、無線 LAN デバイス用のドライバーが正しくインストールされていません。 

無線 LAN のトラブルシューティングについて詳しくは、[ヘルプとサボート]に記載されている Web 
サイトへのリンクを参照してください。 
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優先する無線 LAN ネットワークに接続できない場合 

Windows では、問題のある無線 LAN 接続を自動で修復できます。 

• タスクバー右端の通知領域にネットワークアイコンがある場合は、そのアイコンを右クリック 
して、[問題のトラブルシューティング]をクリックします。 

Windows は、ネットワークデバイスをリセットし、優先ネットワークの1つに再接続を試みま 
す。 

• ネットワークアイコンが通知領域に表示されていない場合は、以下の操作を行います。 

1. [スタート】—[コントロ ールパネル]—[ネットワークとインターネット】—[ネットワークと共 
有センター]の順に選択します。 

2. [問題のトラブルシューティング]をクリックしてから、修復するネットワークを選択しま 
す。 

無線 LAN のネットワークアイコンが表示されない場合 

ネットワークステータスアイコンが無線 LAN 設定後に通知領域に表示されない場合は、ソフトウェ 
アドライバーがなくなったか壊れています。また、[デバイスが見つかりません]という Windows エ 
ラーメッセージが表示されることもあります。このような場合には、ドライバーを再インストールす 
る必要があります。 

HP の Web サイト、 http :〃 www.hD.rom/ip/ で、お使いのコンピューター■に適した最新の無線 LAN コン 
ピューター用ソフトウェアおよびドライバーを入手してください。お使いの無線デバイスが、別途購 
入されたものである場合は、その無線デバイスの製造元の Web サイトで最新のソフトウェアを確認 
してください。 

お使いのコンピューターの無線 LAN デバイスソフトウェアの最新のバージョンを入手するには、以 
下の操作を行います。 

1. Web ブラウザーを開き、 http :〃 www.hp.com/suDDort/ を表示します。 

2. 国または地域を選択します。 

3. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
ターの製品名または製品番号を[製品名-番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 


皆 注記： お使いの無線デバイスが、別途購入されたものである場合は、その無線デバイスの製造元の 
Web サイトで最新のソフトウェアを確認してください。 


現在の無線 LAN ネットワークセキュリティコードが使用できない場合 

無線 LAN に接続するときにネットワークキーまたは名前 ( SSID ) の入力を求めるメッセージが表示 
された場合、そのネットワークはセキュリティ設定によって保護されています。セキュリティ設定で 
保護されているネットワークに接続するには、現在のコードが必要になります。 SSID およびネット 
ワークキーは半角英数字のコードで、ネットワークへの認証のためにお使いのコンピューターに入力 
します。 


• お使いの無線ルータに接続されているネットワークの場合は、そのルータの説明書を参照し、 
ルータと無線 LAN デバイスの両方に同じ SSID コードを設定します。 

• 会社のネットワークや、公開インターネットチャットなどのプライべ一トネットワークの場合 
は、ネットワーク管理者に問い合わせてそれらのコードを入手し、コードの入力を求める画面が 
表示されたときに入力します。 
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ネットワークによっては、ルータやアクセスポイントで使用されている SSID を定期的に変更して、 
セキュリティの向上を図っている場合があります。この変更に応じて、対応するコードをお使いのコ 
ン ピュー ターで 変更する必要があります。 

以前に接続したことがあるネットワーク用に新しいネットワークキーや SSID が提供されている場 
合、そのネットワークに接続するには、以下の操作を行います。 

[スタ _ 卜]—>[コントロ ールパネル]—>[ネットワークとインタ _ ネット]—■[ネットワ _ クと共有セ 
ンタ _ ] の順に選択します。 

2. 左側の枠内の[ワイヤレスネットワークの管理】をクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

3. 目的のネットワークを右クリックし、 [ プロパティ ] をクリックします。 

W 注記： 使用するネ'フトワークが一覧にない場合は、ネットワーク管理者に連絡して、ノ：ータま 

たはアクセスポイントが稼動していることを確認してください。 


4. [セキュリティ]タブをクリックして、[ネットワークセキュリティキー】フィールドに無線暗号化 
のデータを正しく入力します。 

5. [0 K ] をクリックしてこれまでの設定を保存します。 

無線 LAN 接続が非常に弱い場合 

接続が非常に弱い場合、またはコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、以下の操作を行つ 
て他のデバイスからの干渉を最小化します。 

• コンピュ _ 夕 _ を無線ル _ 夕またはアクセスポイントに近づけます。 

• 干渉を受けないようにするために、電子レンジ、コードレス電話、または携帯電話などの無線デ 
バイスの電源を一時的に切断します。 

無線ルータに接続できない場合 

無線ルータに接続しようとして失敗した場合は、その無線ルータの電源を10〜15秒間オフにして、 
リセットしてください。 

それでもコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、無線ルータを再起動してください。詳し 
くは、ルータの製造元の説明書を参照してください。 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) に接続するには、8ピンの RJ -45 ネットワークケーブル（別 
売）が必要です。ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コ 
ア （1) が取り付けられている場合は、コアが取り付けられているほうのケーブルの端 （2) をコン 
ピュ _ 夕一側に向けます。 
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ネットワークケーブルを接続するには、以下の操作を行います。 


A 警告！ 火傷や感電、火災、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ -45 
トワーク ) コネクタに接続しないでくナ1さしと 

1. ネットワークケーブルをコンピユーター本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 

2. ケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントに差し込みます（2)。 
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4 ポインテイングデバイスおよびキ ー ボ ー 

ド' 

ポインティングデバイスの使用 


歐 注記： タッチパッド以外に、外付け USB マウスをコンピューターの USB コネクタのどれかに接続 
して使用できます。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

[マウスのプロパティ]にアクセスするには、[スタート]—[デバイスとプリンタ ー] の順に選択します。 
次に、お使いのコンピューターを表すデバイスを右クリックして、[マウス設定]をクリックします。 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使用します。 

タッチパッドの使用 

ポインターを移動するには、タッチパッドの表面でポインターを移動したい方向に指をスライドさせ 
ます。タッチパッドボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同様に使用します。タッチパッドのス 
クロールゾーンを使用して画面を上下にスクロールするには、スクロールゾーンの線上で指を上下 
にスライドさせます。 


當 注記： タッチパッドを使用してポインターを移動しているとき、指をスクロールゾーンに移動する 
には、その前に指をタッチパッドから離す必要があります。タッチパッドからスクロールゾーンに指 
をスライドさせるのみでは、スクロール機能はアクティブになりません。 

注記： タッチパッドの位置および名称について詳しくは、 2ページの「タッチパッド I を參照して 
ください。 


以下の機能は、すべてのソフトウェアで使用できるわけではありません。ソフトウェアで動作する機 
能は、そのソフトウェアでサポートされている機能のみです。 

2本指スクロール 

2本指スクロールは、ページや画像での上下の移動に便利です。スクロールを行うには、2本の指を 
タッチパッド上に置いて、それらの指をタッチパッド上で上下左右に動かします。 


m 注記： スク石ールの速度は、指を動かす速度で調整します。 

注記： 2本指スクロールは、出荷時の設定で有効になっています。2本指スクロールを無効にする 
には、[コントロールパネル]—►[ハードウ エア とサウンド】—[マウス ]— [Multitouch Gestures ] (マル 
チタッチジェスチヤー）の順に選択します。次に、無効にする機能の横にあるチェックボックスの 
チェックを外します。 
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回転（一部のモデルのみ) 


W 注記： 一部のモデルのコンピューターでは、回転ジェスチヤが出荷時の設定で有効になっていま 
す。回転ジェスチヤを無効にするには、 [コン トロールパネル]—[ハードウェアとサウンド]—[マウ 
ス ]— [Multitouch Gestures ] (マルチタッチジェスチヤー)の順に選択します。次に、無効にする機 
能の横にあるチェックボックスのチェックを外します。 


回転ジェスチヤを使用すると、写真やページなどの項目を回転できます。回転を行うには、親指を 
タッチパッドに置いて固定し、その親指を中心にして人差し指で半円を描きます。 



ピンチ（一部のモデルのみ) 


啟 注記： 一部のモデルのコンピューターでは、ピンチジェスチヤが出荷時の設定で有効になっていま 
す。ピンチジヱスチヤを無効にするには、[コントロール パネル] — [ハー ドウェアとサウンド】—[マウ 
ス ]— [Multitouch Gestures ] (マルチタッチジェスチヤー)の順に選択します。次に、無効にする機 
能の横にあるチェックボックスのチェックを外します。 


ピンチジェスチヤを使用すると、 PDF 、 画像、写真などの項目を拡大または縮小できます。 
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ピンチは以下のように行います。 

• タッチパッドで2本の指を近付けた状態にして、その2本の指の間隔を拡げてオブジェクトのサ 
イズを拡大することで、ズームインできます。 

• タッチパッドで2本の指を互いに離した状態にして、その2本の指の間隔を狭めてオブジェクト 
のサイズを縮小することで、ズームアウトできます。 



歐 注記： お使いのコンピューターでは、他のタッチパッド機能もサボートされています。これらの機 
能を有効にするには、[スタート]—[デバイスとプリンター]の順に選択します。次に、お使いのコン 
#ュ— ターを表すデバイスを右クリックして、[マウス設定]を選択します。 


操作キーの使用 

操作キーとは、キーボード上部にある特定のキーに割り当てられ、カスタマイズされた動作を行う 
キーのことです。 

操作キーを使用するには、そのキーを押したままにして、キーに割り当てられている機能を有効にし 
ます。 


啟 注記： 使用中のアプリケーションによっては、 fn キーおよびどれかの操作キーを一緒に押すと、そ 
のアプリケーション内で専用のショートカットメニューが表示されます。 

注記： 操作キーの機能は、出荷時の設定で有効になっています。この機能は、セットアップユー 
ティリティ （ BIOS ) で無効にできます。また、 fn およびどれかの操作キーを一緒に押すと、キーに 
割り当てられている機能を再び有効にできます。詳しくは、 76ページの「セットアップユーティ 
U テイ （ BIOS ) I を參照してください。 
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キー アイコン 

説明 

ディスプレイの輝度 , 

を下げるキー 木 ▼ 

画面の輝度を一定の割合で徐々に下げます 

ディスプレイの輝度 . A 
を上げるキー 幸息 

画面の輝度を一定の割合で徐々に上げます 

スリープ £ 

スリープを開始します 


画面を切り替える ■ — J システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえ 

mi ば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合に画面の切り替えキーを 

押すたびに、コンピューター本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレ 
イ、コンピューター本体と外付けモニターの両方のディスプレイのどれかに表示画 
面が切り替わります 

ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオ方式または HDMI を使用してコ 
ンピューターからビデオ情報を受け取ります。表示画面切り替えキーでは、コン 
ピューターからビデオ情報を受信する他のデ/《イスとの間でも表示画面を切り替え 
ることができます 


Quick し ock 

a 

[QuickLock] のセキュリティ機能が起動します 

ミュート（消音） 


スピーカーの音を消したり元に戻したりします 

音量下げ 

!<}> 

スピーカーの音量を一定の割合で徐々に下げます 

音量上げ 


スピーカーの音量を一定の割合で徐々に上げます 

前のトラック 

\« 

CD、DVD、 または BD の前のトラックまたはチャプターを再生します 
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キー 

アイコン 

説明 

再生/一時停止 

► 

オーディオ CD、DVD、 または BD を再生、一時停止、または再開します 

次のトラック 


オーディオ CD、DVD、 または BD の次のトラックまたはチャプターを再生します 

停止 

■ 

オーディオ CD、DVD、 または BD を停止します 


ホットキ_の使用 

ホットキーは、 fn キ_ (1) と、 esc キ_ (2) または矢印キーのどれか （3) の組み合わせです。 









ホットキー 

説明 

fn 十 esc 

システムのハードウェアコンポーネントやシステム BIOS のバー 
ジョン番号に関する情報が表示されます 

fn +上向き矢印 

画面を上にスクロールします 

fn +下向き矢印 

画面を下にスクロールします 

fn +左向き矢印 

ソフトウェアに応じて、以下のどちらかの操作が実行されます 

• カーソルがある行の先頭にカーソルが戻ります 

または 

• ドキュメントの先頭に戻ります 

fn +右向き矢印 

ソフトウェアに応じて、以下のどちらかの操作が実行されます 

• カーソルが行の末尾に移動します 

または 

• ドキュメントの末尾にスクロールします 
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ホッ トキー コマンドを使用するには、以下のどちらかの操作を行います。 


• 短く fn キーを押してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押します。 

または 

• fn キーを押しながら、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押し、両方のキーを同時に離 
します。 


テンキーの使用 

お使いのコンピューターには、テンキーが内蔵されています。また、別売の外付けテンキーや、テン 
キーを備えた別売の外付けキーボードも使用できます。 




名称 

説明 

(1) 

fn キー 

num Ik キーと一緒に押すと、内蔵テンキーの有効/無効が切り替わ 
ります 

(2) 

内蔵テンキ_ 

外付けテンキーと同じように使用できます。上の図は英語版の 
キ_配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵 
テンキーの位置は同じです 

(3) 

num Ik キー 

fn キーと一緒に押すと、内蔵テンキーの有効/無効が切り替わりま 
す 

(4) 

Num Lock ランプ 

• 点灯：内蔵テンキーが有効な状態です 

または 

• 点灯：接続されている別売のテンキーで Num Lock が有効な 
状態です 
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内蔵テンキーの使用 

内蔵テンキーの15個のキーは、外付けテンキーと同様に使用できます。内蔵テンキーが有効のとき 
は、テンキーを押すと、そのキーの手前側面にあるアイコン（日本語キーボードの場合）で示された 
機能が実行されます。 

内蔵テンキーの有効/無効の切り替え 

内蔵テンキーを有効にするには 、 fn + num Ik キーを押します 。 Num Lock ランプが点灯します 。 fn + 
num Ik キーをもう一度押すと、通常の文字入力機能に戻ります。 


m 注記： 外付けキーボードやテンキーがコンピューターまたは別売のドッキングデバイスか拡張製品 
に接続されている場合、内蔵テンキーは機能しません。 


内蔵テンキーの機能の切り替え 

fn キーまたは fn + shift キーを使用して、内蔵テンキーの通常の文字入力機能とテンキー機能とを一 
時的に切り替えることができます。 

• テンキーが無効のときに、テンキーからの入力をテンキー機能（数字等の入力）に変更するに 
は、 fn キーを押しながらキーを押します。 

• テンキーが有効のときに、テンキーの文字入力機能を一時的に使用するには、以下の操作を行い 
ます。 

。 小文字を入力するには、 fn キーを押しながら文字を入力します。 

。 大文字を入力するには 、 fn + shift キーを押しながら文字を入力します。 

別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは 、 Num Lock がオンのときとオフのときとで機能が異なり 
ます（出荷時設定では 、 Num Lock はオフになっています）。たとえば、以下のようになります。 

• Num Lock がオンのときは、数字を入力できます。 

• Num Lock がオフのときは、矢印キ ー 、 page up キー 、 page down キーと同様に機能します。 

外付けテンキーで Num Lock をオンにすると、コンピューターの Num Lock ランプが点灯します。外 
付けテンキーで Num Lock をオフにすると、コンピューターの Num Lock ランプが消灯します。 

作業中に外付けテンキーの Num Lock のオンとオフを切り替えるには、以下の操作を行います。 

▲ コンピュ _ 夕 _ ではなく、外付けテンキーの num Ik キ _ を押します。 


タッチパッドとキーボードの清掃 

タッチパッドにごみや脂が付着していると、ボインターが画面上で滑らかに動かなくなる場合があり 
ます。これを防ぐには、軽く湿らせた布でタッチパッドを定期的に清掃し、コンピューターを使用す 
るときは手をよく洗ってください。 


A 警告！ 感電や内部コンポ _ ネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチメントを使用してキーボ _ 
ドを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくることがありま 
す 0 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くために、キ _ ボードを定期的に清掃して〈ださい。圧縮空気が入ったストロー付きの击を使用して 
キーの周辺や下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなります。 
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5 マルチメディア 

マルチメディア機能 

お使いのコンピューターには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機 
能が含まれています。また、以下のようなマルチメディアコンポーネントが含まれている場合があり 
ます。 

• オーディオディスクおよびビデオディスクを再生する外付けオプティカルドライブ（一部のモ 
デルのみ） 

• 音楽を再生する内蔵スピーカー 
• 独自のオーディオを録音するための内蔵マイク 

• 動画を撮影したり共有したりできる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストール済みのマルチメディ 
アソフトウェア 

• マルチメディアに関する操作をすばやく行うことのできるマルチメディアボタンとホットキー 

ここでは、お使いのコンピューターに含まれているマルチメディアコンポーネントを使用する方法に 
ついて説明します。 

音量の調整 

音量の調整には、コンピューターの音量キーを使用できます。 

• 音を消したり音量を元に戻したりするには、ボリュームミュート（消音）キ_ (1) を押しま 
す。 

• 音量を下げるには、音量下げキ_ (2) を押します。 

• 音量を上げるには、音量上げキー (3) を押します。 
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啟 注記： 音量の調整には、 Windows オペレーティングシステムおよび一部のプログラムを使用する 
こともできます。 


メディア操作キーの使用 

メディア操作キーは、外付けオプティカルドライブ（一部のモデルのみ）内のオーディオ CD 、 
DVD 、 または BD の再生を調整します。 

• オーディオ CD 、 DVD 、 または BD が再生中でない場合、再生/—時停止キー （2) を押すとディ 
スクが再生されます。 

• オーディオ CD 、 DVD 、 または BD の再生中は、以下のキーを使用します。 

。 オーディオ CD の前のトラックまたは DVD の前のチャプターを再生するには、前のトラッ 
クキ_ (1) を押します。 


。 ディスクの再生を一時停止または再開するには、再生/—時停止キ_ (2) を押します。 


。 オーディオ CD の次のトラックまたは DVD の次のチャプターを再生するには、次のトラッ 

クキ ー（3) を押します。 

。 ディスクを停止するには、停止キ_ (4) を押します。 
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マルチメディアソフトウェア 

お使いのコンピューターにはマルチメディアソフトウェアがプリインストールされています。外付け 
オプティカルドライブがある場合は（一部のモデルのみ）、ここで説明されている操作に加え、マル 
チメディアに関する以下の操作をソフトウェアで実行できます。 

• オーディオ/ビデオ CD 、 オーディオ/ビデオ DVD 、 および BD を含むデジタルメディアの再生 

• データ CD の作成またはコピ _ 

• オーディオ CD の作成、編集、および書き込み 

• DVD やビデオ CD でのビデオまたは動画の作成、編集、および書き込み 

[HP MediaSmart ] ソフトウェアの使用 

[HP MediaSmart ] によって、お使いのコンピューターが持ち運びのできるエンターテイメントツール 
に変わります 。 [HP MediaSmart ] を使用すると、音楽や DVD および BD の動画を楽しむことができま 
す。また、写真コレクションの管理および編集を行うことができます 。 [HP MediaSmart ] は以下の機 
能を備えています。 

• プレイリストのアップロードに対応： 

。 [HP MediaSmart ] の写真プレイリストは、 Snapfish などのインターネット上の写真アルバム 
にアップロードできます。 

。 [HP MediaSmart ] のビデオプレイリストは、 YouTube にアップロードできます。 

。 [HP MediaSmart ] のプレイリストは 、 [CyberLink DVD Suite ] (CyberLink DVD スイート）に 

エクスポートできます。 

• Pandora インターネットラジオ（北米のみ）：あなただけのために選ばれた音楽を、インター 
ネット経由でストリーミングできます。 

[HP MediaSmart ] を起動するには、以下の操作を行います。 

▲ デスクトップの [HP MediaSmart ] アイコンをクリックします。 
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[HP MediaSmart ] の使用方法について詳しくは、[スタート]—[ヘルプとサボート]の順に選択してか 
ら、[検索]ボックスに 「 MediaSmart 」 と入力します。 

マルチメディアソフトウェアの使用 

プリインストールされているその他のマルチメディアソフトウェアを確認および使用するには、以下 
の操作を行います。 

▲ [スタート]—[すべてのプログラム]の順に選択し、使用するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。たとえば 、 [Windows Media Player ] で才ーディオ CD を再生する場合は、 [Windows Media 
Player ] をクリックします。 


W 注記： サブフォルダーに含まれているプログラムもあります。 

ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインス I ル 

お使いのコンピューターにはオプティカルドライブは装備されていませんが、以下のどちらかの方法 
で、ソフトウェアへのアクセス、ソフトウェアのインストール、およびデータへのアクセスを簡単に 
行えます。 


• 外付けオプティカルドライブの使用（一部のモデルのみ）を使用する。 


m 注記： 外付けオプティカルドライブは、ハブやドッキングステーションなど他の外付けデバ 
イスにある USB コネクタではなく、コンピューター本体の USB コネクタに接続する必要があり 
ます。外付けオプティカルドライブについて詳しくは、 64ページの「外付けドライブの使 
用4 を参照してください。 


• ホームネットワーク上にある他のコンピューターのオプティカルドライブを共有する。 


W 注記： オプティカルドライブを共有するには、ホームネットワークをセットアップする必要 
があります。オプティカルドライブの共有について詳しくは、 65ページの「オプティカルド 
ライブの共有 X を参照してください。 


注記： DVD ムービーやゲームディスクといった種類のディスクはコピーが防止されている場 
合があります。その場合、 DVD または CD を共有して使用することはできません。 


オー T ィオ 

お使いのコンピューターでは、以下のようなさまざまなオーディオ機能を使用できます。 

• コンピューターのスピーカーおよび接続した外付けスピーカーを使用した、音楽の再生 

• 内蔵マイクまたは接続した外付けマイクを使用した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• オーディオと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーションの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング 

• 別売のオプティカルドライブを使用したオーディオ CD の作成（書き込み） 

外付けオーディオデバイスの接続 

A 警告！ 突然大きな音み出て耳を傷める I となし、ように了音量の調節を行つてかへフドフォン、 

イヤフォン、またはヘッドセットを使用してください。安全に関する情報について詳しくは、『規 
定、安全、および環境に関するご注意』を参照してください。 
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外付けスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォン、ヘッドセット、テレビオーディオ、ヘッドセット型 
マイクなどの外付けデバイスの接続方法については、デバイスの製造元から提供される情報を参照し 
てください。デバイスを良好な状態で使用できるよう、以下の点に注意してください。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピューターの適切なコネクタにしっかりと接続されているこ 
とを確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピューターの対応するコネクタに合わせて 
色分けされています）。 

• 外付けデバイスに必要なドライバーがある場合は、そのドライバーをインストールします。 


啟 注記： ドライバーは、デバイスとデバイスが使用するプログラム間のコンバーターとして機能 
する、必須のプログラムです。 


才ーディオ機能の確認 

お使いのコンピューターのシステムサウンドを確認するには、以下の操作を行います。 

1 . [スタ _ 卜卜[コントロ _ ルパネル]の順に選択します。 

2. [ハードウエアとサウンド]をクリックします。 

3. [サウンド]をクリックします。 

4. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラムイベント]で 
ビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択してから、[テスト]ボタンをクリックし 
ます。 

スピーカーまたは接続したヘッドフォンから音が鳴ります。 

コンピューターの録音機能を確認するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]—[アクセサリ]—[サウンドレコーダー]の順に選択します。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存します。 

3. [Windows Media Player ] または [HP MediaSmart ] を開き、サウンドを再生します。 

鼠 注記： 良好な録音結果を得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


コ ンピュ _ 夕 _ の才 _ ディ オ 設定を確認または変更するには、 [ スタ _ 卜】—♦[コントロ ールパネル ]— 
[ハー ドウ ヱアとサウンド ]—[ サウンド ] アイコンの順に選択します。 


動画 

お使いのコンピューターでは、以下のさまざまな動画機能を使用できます。 

• 動画の再生 

• インタ _ ネットを介したゲ _ ム 

• 画像や動画の編集およびプレゼンテーションの作成 

• 外付けビデオデバイスの接続 

外付けモニターまたはプロジェクターの接続 

外付けモニターコネクタは、外付けモニターやプロジェクターなどの外付けディスプレイデバイス 
をコンピューターに接続するためのコネクタです。 
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▲ ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを外付けモニターコネクタに接続 
します。 


01 



m 注記： 正しく接続された外付けディスプレイデバイスに画像が表示されない場合は、画面の切り替 
えキーを押して画像をデバイスに転送します。画面の切り替えキーを繰り返し押すと、表示画面がコ 
ン^ューター本体のディスプとイと外イ丈!ナディスプレイデバイスとの間！切替^ます。 

HDMI デバイスの接続 

コンピューターには 、 HDMI (High Definition Multimedia Interface ) コネクタが搭載されています。 
HDMI コネクタは、 HD 対応テレビ、対応しているデジタルまたはオーディオコンポーネントなどの 
別売の動画またはオーディオデバイスとコンピューターを接続するためのコネクタです。 


^ 注記： HDMI コネクタを使用して動画信号を伝送するには、 HDMI ヶーブ J 上 (別売）が必要です。_ 

コンピューターは、 HDMI コネクタに接続されている1つの HDMI デバイスをサボートすると同時 
に、コンピューター本体のディスプレイまたはサポートされている他の外付けディスプレイの画面を 
サボートできます。 
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HDMI コネクタに動画またはオーディオデバイスを接続するには、以下の操作を行います。 

1. HDMI ケー ブルの一 方の端を コン ピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. 製造元の説明書等の手順に沿って操作し、ケーブルのもう一方の端をビデオデバイスに接続し 
ます。 

3. コンピューターに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、コンピュー 
夕一の画面の切り替えキーを押します。 


HDMI 用のオーデイオの設定（一部のモデルのみ） 

HDMI 才ーディオを設定するには、まず、お使いのコンピューターの HDMI コネクタに HD 対応テレ 
ビなどのオーディオまたはビデオデバイスを接続します。次に、以下の手順でオーディオ再生の初期 
デバイスを設定します。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[スピーカー]アイコンを右クリックし、[再生デバイス]をク 
リックします。 

2. [再生】タブで[デジタル出力]または[デジタル出カデバイス （ HDMI )】 をクリックします。 

3. [既定値に設定】— [0 K ] の順にクリックします。 

オーディオをコンピューターのスピーカーに戻すには、以下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[スピーカー]アイコンを右クリックし、[再生デバイス]をク 
リックします。 

2. [再生]タブで[スピーカー]をクリックします。 

3. [既定値に設定】— [0 K ] の順にクリックします。 


Web カメラ 

お使いのコンピューターには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。 Web カメラ 
は、動画の取り込みと共有を可能にする入カデバイスです。 

Web カメラを使用するには、デスクトップの [HP MediaSmart 】 アイコンをクリックし 、 [HP 
MediaSmart ] の [ SmartMenu ] から該当するアイコンを選択して [ Webcam ] をクリックします。 

歐 注記 ： [HP MediaSmart ] の使用方法 につでヽて 詳しくは、[スタート]—[ヘルプとサボート]の順にクリッ 

クしてから、[検索]ボックスに 「 MediaSmart 」 と入力します。 
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パフォーマンスを最適にするために、 Web カメラを使用するときには以下のガイドラインを参考にし 

てください。 

• マルチメディアファイルを閲覧したり、別の LAN またはネットワークファイアウォール外の 
ユーザーへマルチメディアファイルを送信したりするときに問題が生じる場合は、ファイア 
ウォールを一時的に無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にし 
ます。問題を恒久的に解決するには、必要に応じてファイアウォールを再設定したり、他の侵入 
検知システムのポリシーや設定を調整したりします。 

• 可能な限り、カメラの背後の画面領域の外に明るい光源を置いてください。 

Web カメラ使用上の注意 

パフォーマンスを最適にするために、内蔵 Web カメラの使用時は以下のガイドラインを参考にして 

ください。 

ビデオチャットを行う前に、インスタントメッセージプログラムが最新のバージョンであるこ 
とを確認してください。 

• お使いのネットワークファイアウォールによっては、内蔵 Web カメラが正しく動作しない場合 
があります。動画を閲覧したり、別の LAN またはネットワ_クファイアウォ_ル外のューザ_ 
へ動画を送信したりするときに問題が生じる場合は、インターネットサービスプロバイダーに 
問い合わせてください。 

• 可能な限り、 Web カメラの背後の画面領域の外に明るい光源を置いてください。 

Web カメラのプロパティの調整 

[プロパティ]ダイアログボックスを使用して、 Web カメラのプロパティを調整できます。通常このダ 

イアログボックスには、内蔵カメラを使用する各種プログラムの構成、設定、またはプロパティメ 

ニューからアクセスできます。 

• [輝度]:画像に取り込まれる光の量を調整します。輝度を高く設定するとより明るい画像にな 
り、輝度を低く設定するとより暗い画像になります。 

• [コントラスト]:画像の明るさと暗さの対比を調整します。コントラストを高く設定すると画像 
の対比の度合いが高まり、コントラストを低く設定すると、元の情報のダイナミックレンジを 
維持しますがより平面的な画像になります。 

• [色相]:他の色との特性の差異（赤、緑、青の度合い）を調整します。色相は色彩と異なり、色 
彩は色相の強さを示します。 

• [色彩]:最終的な画像の色みの強さを調整します。色彩を高く設定するとより鮮やかな画像にな 
り、色彩を低く設定するとより〈すんだ画像になります。 

• [シャープネス]:画像の境界線の緻密さを調整します。シャープネスを高く設定するとより鮮明 
な画像になり、シャープネスを低く設定するとソフトな画像になります。 

• [ガンマ]:画像の中間調の灰色または中間色に作用する対比を調整します。画像のガンマを調整 
すると、シャドウとハイライトを大幅に変更しないで、中間グレートーンの明度値を変更でき 
ます。ガンマを低く設定すると灰色は黒に近くなり、暗い色はさらに暗い色になります。 

• [バックライト補正]:バックライトの明るさを調整します。（バックライトが明るすぎて対象物が 
輪郭のみになるなど、画像が極端にぼやけてしまう場合に使用します。） 

Web カメラの使用方法については、[スタート]—『ヘルプとサボート]の順に選択します。 
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6 電源の管理 

電源デバイスの設定 

省電力設定の使用 

お使いのコンピューターでは、2つの省電力設定が出荷時に有効になっています。スリープおよびハ 
イパネー シヨンです。 

スリープを開始すると、電源ランプが点滅し、画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保存 
されるため、バッテリが節電され、スリープを終了するときはハイパネーシヨンを終了するときより 
も 早く 作業に戻れます。コンピューターがスリープ状態のときは電源ランプが点滅します。コンピュー 
夕一が長時間スリープ状態になった場合、またはスリープ状態のときにバッテリが完全な口ーバッ亍 
リ状態になった場合は、ハイパネーシヨンを開始します。 


△ 注意： オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
や外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリープやハイパネーションを開始しないで 
ください。 

歐 注記： コンピューターがスリープまたはハイパネーション状態の場合は、無線接続やコンピュー 
ターの機能を実行することが一切できなくなります^ 

スリーブの開始および終了 

システムは、バッテリ電源の使用時に操作しない状態が15分続いた場合、または外部電源の使用時 
に操作しない状態が30分続いた場合にスリープを開始するよう出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション]で変更できます。 

コンピューターの電源がオンの場合、以下のどれかの方法でスリープを開始します。 

• スリープキーを押します。 

• 電源スイッチを短くスライドさせます。 

• ディスプレイを閉じます。 

• [スタート]—[電源】ボタンの順に選択します。 

• [スタート]— [シャッ トダウン]ボタンの横にある矢印—[スリープ]の順にクリックします。 
スリープ状態を終了するには、以下のどれかの操作を行います。 

• 電源スイッチを短くスライドさせます。 

• ディスプレイが閉じている場合は、ディスプレイを開きます。 

• キーボ_ドのキーを押します。 

• タッチパッドを操作します。 

コンピューターがスリープを終了すると、電源ランプが点滅から点灯に変わり、作業を中断した時点 
の画面に戻ります。 

m mbt 復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 

に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 
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ハイバネーシヨンの開始および終了 

システムは、バッテリ電源の使用時に操作しない状態が1080分 （18 時間）続いた場合、外部電源の 
使用時に操作しない状態が1080分 （18 時間）続いた場合、または完全な口ーバッテリ状態に達した 
場合に、ハイパネーシヨンを開始するように出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の [コン ト ロールパネル] にある[電源オプシヨン]で変更で 
きます。 


ハイパネーシヨンを開始するには、以下の操作を行います。 

▲ [スタート]—[シャットダウン]ボタンの横にある矢印—[休止状態]の順にクリックします。 

ハイパネーシヨンを終了するには、以下の操作を行います。 

▲ 電源スイッチを短くスライドさせます。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 

m aieT 復帰するときにパスワードを必要孑するように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 

に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


バッ テリ メーターの 使用 

バッテリメーターはタスクバーの右端の通知領域にあります。バッテリメーターを使用すると、す 
ばやく電源設定にアクセスしたり、バッテリ充電残量を表示したり、別の電源ブランを選択したりで 
きます。 

• 充電残量率と現在の電源プランを表示するには、ポインターを[バッテリメーター]アイコンの上 
に移動します。 

• 電源オプションにアクセスしたり、電源プランを変更したりするには、[バッテリメーター]アイ 
コンをクリックして一覧から項目を選択します。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[バッテリメーター] 
アイコンの形の違いで判断できます。アイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態、完全な口ーバッ 
テリ状態、または省電源移行バッテリレベルになった場合にそのメッセージも表示されます。 

[バッテリメーター]アイコンを表示または非表示にするには、以下の操作を行います。 

1. [隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）を右クリック 
します。 

2. [通知アイコンのカスタマイズ]をクリックします。 

3. [動作]で、[電源]アイコンの[アイコンと通知を表示]をクリックします。 

4. [OK] をクリックします。 

電源プランの使用 

電源プランは、コンピューターの電源の使用方法を管理するためのシステム設定の集合です。電源プ 
ランによって、電力を節約し、パフォーマンスを最大限に向上させることができます。 

電源ブランの設定を変更したり、独自の電源ブランを作成したりできます。 


現在の電源プランの表示 

▲ タスクバーの右端の通知領域にある[バッテリメ ーター ] アイコンをクリックします。 
または 
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[スタート]—[コントロールパネル]—[システムとセキュリテイ]—[電源オプシヨン]の順に選択し 
ます。 


異なる電源プランの選択 

▲ 通知領域にある[バッテリメーター]アイコンをクリックし、一覧から電源プランを選択します。 
または 

[スタート]—[コントロールパネル]—[システムとセキュリティ】— [電源 オプション] の順に選択し 

て、一覧から電源プランを選択します。 

電源プランのカスタマイズ 

1. 通知領域の[バッテリメーター]アイコンをクリックし、[その他の電源オプション]をクリックし 
ます。 

または 

[スタート]—[コントロールパネル]—[システムとセキュリティト [電源 オプション] の順に選択し 
ます。 

2. 電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3 . 設定を変更します。 

4 . その他の設定を変更するには、[詳細な電源設定の変更]をクリックし、変更を行います。 

復帰時のパスワード保護の設定 

スリープまたはハイ/《ネーション状態が終了したときにパスワードの入力を求めるようにコンピュー 
ターを設定するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コントロールパネル]—[システムとセキュリティ]— [電源 オプション】 の順に選択し 
ます。 

2. 左側の枠内で、[スリープ解除時のパスワード保護]をクリックします。 

3 . [現在利用可能ではない設定を変更します]をクリックします。 

4 . [パスワードを必要とする（推奨}]をクリックします。 

m 注記： ザーアカウントを作成するか、現在のューザーアカウントを変更する場合は、 
[ユーザーアカウントパスワードの作成または変更]をクリックしてから、画面に表示される説明 
に沿って操作します。ユーザーアカウントパスワードを作成または変更する必要がない場合 
は、手順 5 に進んでください。 

5 . [変更の保存]をクリックします。 

外部電源の使用 

外部電源は、付属の AC アダプターを通じてコンピューターに供給されます。 

A WWV 安全に関する問題の発生を防ぐため、コン" B ューターを使用する場合は了コン"？ューターに 

付属している AC アダプター、 HP が提供する交換用 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプタ-のみを使电してく与さし5 

以下のどれかの条件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接続してください。 
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A 警告！ 航空機内でコン _ ピューターの/を ン テリを充電しなヒでく与さ_ 

• バッ テリ充電するか、 バッ テリゲージを調整する場合 

• システムソフトウエアをインストールまたは変更する場合 

• CD または DVD に情報を書き込む場合 
コンピューターを外部電源に接続すると、以下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• コンピューターの電源が入ると、通知領域にある[バッテリメーター]アイコンの表示が変わりま 
す。 

外部電源の接続を外すと、以下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。ディスプレイの輝度を上げる 
には、 f2 キーを 押すか、 AC アダプターを 接続しなおします。 

外部電源の接続 

A wwr 感電や装置の損傷を防く 7 ため、必ず以下の注意事項を守ってく运さい。 _ 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでください。 

コンピューターへの外部電源の供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコンピュー 
ターからではなくコンセントから抜いてください。 

安全に使用するため、必ず電源コードのアース端子を使用して接地してください。2ピンのアダプター 
を接続するなどして電源コードのアース端子を無効にしないでください。アース端子は重要な安全上 
の機能で to 

コンピューターを外部電源に接続するには、以下の操作を行います。 

1. アダプターをコンピューターの電源コネクタに差し込みます （1)。 

2. 電源コードをアダプターに差し込みます （2)。 

3. 電源コードのもう一方の端を電源コンセントに差し込みます （3)。 
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AC アダプターのテスト 

外部電源に接続したときにコンピューターに以下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプター 
をテストします。 

• コンピューターの電源が入らない。 

• ディスプレイの電源が入らない。 

• 電源ランプが点灯しない。 

AC アダプターをテストするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターからバッテリを取り外します。 

2. AC アダプターをコンピューターに接続し、電源コードを AC アダプターに差し込んでから、電 
源コードを電源コンセントに差し込みます。 

3. コンピューターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点灯している場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消灯したままになっている場合は、 AC アダプターが動作していないため交換 
する必要があります。 

交換用 AC アダプターを入手する方法については、サボート窓口にお問い合わせください。アクセス 
するには、[スタート]—[ヘルプとサボート]—[サボート情報の入手】の順に選択します。 

バッテリ鼋源の使用 

充電済みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピューターはバッテリ電源 
で動作します。外部電源に接続されている場合、コンピューターは外部電源で動作します。 

充電済みのバッテリを装着したコンピューターが AC アダプターから電力が供給される外部電源で動 
作している場合、 AC アダプターを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


歐 注記： 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、輝度上げキーを使用するか、 AC アダプターを接続しなおし 
ます。 


作業環境に応じて、バッテリをコンピューターに装着しておくことも、ケースに保管しておくことも 
可能です。コンピューターを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリ 
は充電されていて、停電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリをコン 
ピューターに装着したままにしておくと、コンピューターを外部電源に接続していない場合は、コン 
ピューターがオフのときでもバッテリは徐々に放電していきます。 


△警告！ 安全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、コンピューターに付属し 
ているバッテリ、 HP が提供する交換用バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用 
してください。 


[ヘルプとサボート]でのバッテリ情報の確認 

[ヘルプとサボート]では、バッテリに関する以下のツールと情報が提供されます。 

• バッテリの性能をテストするための [HP バッテリチェック]ツール 

• バッテリの寿命を延ばすための、バッテリゲージの調整、電源管理、および適切な取り扱いと 
保管に関する情報 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 
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[バッテリ情報]にアクセスするには、以下の操作を行います。 

▲ [スタート]—[ヘルプとサボート]—[詳細】—[電源プラン：よくある質問]の順に選択します。 


[HP バッテリチェック]の使用 

[ヘルプとサボート]では、コンピューターに取り付けられているバッテリの状態について情報を提供 
します。 

[HP バッテリチェック]を実行するには、以下の操作を行います。 

AC アダプターをコンピューターに接続します。 


啟 注記： [ HP バッテリチェック]を正常に動作させるため、コンピューターを外部電源に接続し 
ておく必要があります。 


2. [スタート]—[ヘルプとサボート]—[トラブルシューティング】—[電源、サーマル、および機械]の 
順に選択します。 

3. [電源]タブをクリックし、 [HP バッテリチェック]をクリックします。 

[HP バッテリ チェック] は、バッテリとそのセルを検査して、バッテリとそのセルが正常に機能して 
いるかどうかを確認し、検査の結果を表示します。 

バッテリ充鼋残量の表示 

▲ タスクバーの右端の通知領域にある[バッ亍リメ ータ _ ] アイコンの上にポインターを移動しま 
す。 

バッテリの着脱 


A 注意： コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにそのバッテリを取り外す 
と、情報を損失する可能性があります。バッテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらか 
じめ ハイ パネーシヨンを開始するか Windows の通常の手順でコンピューターの電源を切っておいて 
ください。 


バッテリを装着するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

2. バッテリをバッテリベイに挿入し（1)、下向きに回転させます （2)。 カチッと音がするまでバッ 
テリを押し込みます。 
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3. バッテリリリースラツチをスライドさせて （3) バッテリを固定します。 



バツテリを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

2. バツテリリリースラツチをスライドさせ（1)、バツテリを上向きに回転させます （2)。 

3. バッテリを取り外します （3)。 



バッテリの充電 

A 警告！ 航空機内でコン" g ューターの/ f ンテリを充電しない"^ください 7 ~ 

バッテリは、コンピューターが外部電源 （AC アダプター経由）または別売の電源アダプターに接続 
している間、常に充電されます。 
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バッテリは、コンビューターの電源が入つているかどうかにかかわらず充電されますが、電源を切つ 
たときの方が早く充電が完了します。 

バッテリが新しいか2週間以上使用されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
り低すぎたりする場合、充電に時間がかかることがあります。 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようにするには、以下の点に注意してく 
ださい。 

• 新しいバッテリを充電する場合は、コンピューターの電源を入れる前にバッテリを完全に充電し 
てください。 

• バッテリランプが消灯するまでバッテリを充電してください。 


^ 注記： コンピューターの電源が入っている状態でバッテリを充電すると、バッテリが完全に充 
電される前に通知領域のバッテリメーターに100%と表示される場合があります。 


• 通常の使用で完全充電時の5%未満になるまでバッテリを放電してから充電してください。 

• 1か月以上使用していないバッテリは、単に充電を行うのではなく、バッテリゲージの調整を行 
います。 

コンピューターのバッテリランプには、以下のように充電状態が表示されます。 

• 点灯：バッテリが充電中です。 

• 点滅：バッテリが口ーバッテリ状態か完全な D— バッテリ状態になっていて、充電されていま 
せん。 

• 消灯：バッテリの充電が完了しているか、バッテリを使用中か、バッテリが装着されていない状 
態です。 

バッテリの放鼋時間の最長化 

バッテリの放電時間は、バッテリ電源で動作しているときに使用する機能によって異なります。バッ 
テリの容量は自然に低下するため、バッテリの最長放電時間は徐々に短くなります。 

バッテリの放電時間を長く保つには、以下の点に注意してください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• [電源オプション]の[省電力]設定を確認します。 

• バッテリが使用されていないときまたは充電されていないときは、コンピューターからバッテリ 
を取り外します。 

• バッテリを気温や湿度の低い場所に保管します。 

口ーバッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時に設定されている警告メッセージおよびシステム応答について説明します。口一 
バッテリ状態の警告とシステム応答の設定は、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション] 
で変更できます。[電源オプション]を使用した設定は、ランプの状態には影響しません。 

ローバ ッ テリ状態の確認 

コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態になる 
と、バッテリランプが点滅します。 

口ーバッテリ状態を解決しないと完全な口ーバッテリ状態に入り、バッテリランプがすばやく点滅 
し始めます。 
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完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターでは以下の処理が行われます。 

• ハイパネーシヨンが有効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
パネーシヨンが開始します。 

• ハイパネーシヨンが無効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失 
われます。 
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ローバ ッ テリ状態の解決 

a Wm 情報の損失を防め、 コン 它ューターが完全 テリ 状態になって ハイパネーシヨ 

ンが開始した場合は、電源ランプが遇灯するまで電源を入れない:^くださしヽ^ 

外部電源を使用できる場合のローバッテリ状態の解決 

▲ 以下のデバイスのどれかを接続します。 

• AC アダプター 

• 別売の拡張製品またはドッキングデバイス 

• 別売の電源アダプター 

充電済みのバッテリを使用できる場合の口ーバッテリ状態の解決 

1. コンピュ _ 夕 _ の電源を切るか、ハイバネ _ シヨンを開始します。 

2. 放電したバッテリを取り外し、充電済みのバッテリを装着します。 

3. コンピューターの電源を入れます。 

電源を使用できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

▲ ハイバネーシヨンを開始します。 

または 

作業中のデータを保存してコンピューターをシャットダウンします。 

ハイパネーシヨンを終了できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

ハイパネーシヨンを終了するための十分な電力がコンピューターに残っていない場合は、以下の操作 
を行います。 

1. 充電済みのバッテリを装着するか、コンピューターを外部電源に接続します。 

2. 電源スイッチを短くスライドさせてハイパネーシヨンを終了します。 

バッテリゲージの 調整 

バッテリゲージの調整は、以下の場合に必要です。 

• バッテリ充電情報の表示が不正確な場合 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

バッテリを頻繁に使用している場合でも、1か月に2回以上バッテリゲージを調整する必要はありま 
せん。また、新しいバッテリを初めて使用する前にバッテリゲージを調整する必要はありません。 

手順1:バッテリを完全に充電する 

A 警告！ 航空機内 f コンピューターの/5ンテリを充電しなじヽで^^きしV" 

歐 注記： バッテリは、コンピューターの電源が入っているかどうかにかかわらず充電されますが、電 
源を切ったときの方が早く充電が完了します。 
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バッテリを完全に充電するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターにバッテリを装着します。 

2. コンピューターを AC アダプター、別売の電源アダプター、別売の拡張製品、または別売のドッ 
キングデバイスに接続し、そのアダプターまたはデバイスを外部電源に接続します。 

コンピューターのバッテリランプが点灯します。 

3. バッテリが完全に充電されるまで、コンピューターを外部電源に接続しておきます。 

充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消灯します。 

手順2 :ハイバネーションおよびスリープを無効にする 

1. 通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコン—[その他の電源オプション]の順にクリックします。 
または 

[スタート]—[コントロールパネル]—[システムとセキュリティ]—[電源オプション】の順に選択し 
ます。 

2. 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. バッテリゲージの調整後に設定を元に戻せるように、 [バッ テリ駆動]列の[ディスプレイの電源 
を切る]の設定を記録しておきます。 

4. [ディスプレイの電源を切る】の設定を[しない]に変更します。 

5. [詳細な電源設定の変更]をクリックします。 

6. [スリープ]の横のプラス記号 （+ ) —[次の時間が経過後休止状態にする】の横のプラス記号の順 
にクリックします。 

7. バッテリゲージの調整後に設定を元に戻せるように、[次の時間が経過後休止状態にする]の下の 
[バッ テリ駆動]の設定を記録しておきます。 

8. [バッテリ駆動]の設定を[なし]に変更します。 

9. [OK] をクリックします。 

10. [変更の保存】をクリックします。 

手順3 :バッテリを放電する 

バッテリの放電中は、コンピューターの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリは、 
コンピューターを使用しているかどうかにかかわらず放電できますが、使用している方が早く放電が 
完了します。 

• 放電中にコンピューターを放置しておく場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保存して 
ください。 

• 放電中にコンピューターを使用する予定で、省電力設定を利用している場合、放電処理中はシス 
テムの動作が以下のようになります。 

。 モニター が自動的にオフになりません。 

。 コンピューターがアイドル状態のときでも、ハードドライブの速度は自動的に低下しませ 

ん〇 

。 システムによるハイパネーシヨンは開始されません。 
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バッテリを放電するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源から切り離します。ただし、コンピューターの電源は切らないでくだ 
さい。 

2. バッテリが放電するまで、バッテリ電源でコンピューターを動作させます。バッテリの放電が進 
んで口ーバッテリ状態になると、バッテリランプが点滅し始めます。バッテリが放電すると、 
バッテリランプが消灯して、コンピューターの電源が切れます。 
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手順 4 :バッテリを完全に再充電する 

バッテリを再充電するには、以下の操作を行います。 

1 . コンピューターを外部電源に接続して、バッテリが完全に再充電されるまで接続したままにしま 
す。再充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消灯します。 

バッテリの再充電中でもコンビューターは使用できますが、電源を切っておく方が充電が早く完 
了します。 

2. コンピューターの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてバッテリランプが消 
灯した後で、コンピューターの電源を入れます。 

手順5 :ハイバネーションおよびスリーブを再び有効にする 

A 注意: ノ^ テリゲージの調整後にハイ/くネーションを有効にしないと、 コン"^ —ターが完全な 

口 パ> テリ状態になった場合、バッテリが完全に放電して情報が失われるおそれがあります。 

1. 通知領域の[バッテリメーター]アイコン — [その他の電源オプション】の順にクリックします。 
または 

[スタート]—[コントロールパネル]—[システムとセキュリティ]—[電源オプション]の順に選択し 
ます。 

2. 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. [バッ テリ駆動]列の項目を、記録しておいた設定に戻します。 

4. [詳細な電源設定の変更]をクリックします。 

5. [スリープ]の横のプラス記号 （+ ) —[次の時間が経過後休止状態にする】の横のプラス記号の順 
にクリックします0 

6. [バッ テリ駆動]列を、記録しておいた設定に戻します。 

7. [0K】 をクリックします。 

8. [変更の保存]をクリックします。 

バッテリの節電 

• Windows の [コン ト ロー ルパネル]で、 [システムとセキュリティ] の[電源オプション]から[省電 
力]電源プランを選択します。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続と口ーカルエリアネットワーク （LAN) 接 
続をオフにして、モデムを使用するアプリケーションを使用後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、使用していないものをコンピューターから 
取り外します。 

• 使用していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り外します。 

• 必要に応じて画面の輝度を調節するには、 fl キーまたは f2 キーを使用します。 

• しばらく作業を行わないときは、スリープまたはハイパネーションを開始するか、コンピュー 
夕一の電源を切ります。 

バッテリの保管 

A 注意： 故障の原因となりますの€、ノ G テリを温度の高い場所に長時間放置しないゼくださ卩。 
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2 週間以上コンピューターを使用せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して別々に保管してください。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度の低い場所に保管してください。 

1か月以上保管したバッテリを使用するときは、最初にバッテリゲージの調整を行ってください。 


使用済みのバッテリの処理 


A 警告！ 化学薬品による火傷や発火のおそれがありますので、分解したり、壊したり、穴をあけたり 
しないでください。また、接点をシヨートさせたり、火や水の中に捨てたりしないでください。 


バッテリの交換 

コンピューターのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、コンピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、コンピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

[HP バッテリチェック]は、内部セルが正常に充電されていないときや、バッテリ容量が「口ーバッ 
テリ」の状態になったときに、バッテリを交換するようユーザーに通知します。交換用バッテリの購 
入について詳しくは、メッセージに記載されている HP の Web サイトを参照してください。バッテリ 
が HP の保証対象となっている場合は、説明書に保証 ID が記載されています。 


啟 注記： 必要なときにバッテリ切れを起こさないようにするため、充電残量のインジケーターが緑が 
かった黄色になったら新しいバッテリを購入することをおすすめします。 


コンピューターのシャツトダウン 


A 注意 コン互。ューターを之ャットダウンすると、保存されていない情報は失われます^ 

[シャッ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終了 
し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

以下の場合は、コンピューターをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB コネクタ以外のコネクタに外付けハードウエアデバイスを接続する場合 

• コンピューターを長期間使用せず、外部電源から切断する場合 

電源スイッチでコンピューターをシャットダウンすることもできますが、 Windows の[シャットダウ 
ン]コマンドを使用した手順をおすすめします。 

コンピューターをシャツトダウンするには、以下の操作を行います。 


m 注記： コンピューターがスリープまたはハイパネーシヨン状態の場合は、シャツトダウンをする前 
にスリープまたはハイパネーシヨンを終了する必要があります。 


1. 作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート]をクリックします。 

3. 『シャツトダウン】をクリックします。 


コンピユ _ 夕一の シャツ トダウン 53 










コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使用できない場合は、以下の緊急 
シャットダウン操作を順番に行ってみてください。 

• Ctrl + alt + delete キーを押し、電源スイッチをスライドさせます。 

• 電源スイッチを5秒程度スライドさせたままにします。 

• コンピューターを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 
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7 メモリモジュール 


コンピューターの裏面には、1つのメモリモジュールコンパートメントが装備されています。コン 
ピューターのメモリを増設するには、装着されているメモリモジュールを交換します。 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

△ 注意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前にアースされ 
た金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 


メモリモジュールを追加または交換するには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源 
スイッチをスライドさせてコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステム 
の通常の手順でシャットダウンします。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜き、コンピューターの電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 

7. メモリモジュールコンパートメントの2つのネジ （1) を緩めます。 

8. メモリモジュ_ルコンパートメントカバーを持ち上げて （2) コンピュ_夕_から取り外しま 
す0 
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9. メモリモジュールを交換する場合は、装着されているメモリモジュールを取り外します。 
a . メモリモジュールの両側にある留め具を左右に引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

A 注意： メモ 1 J モジュールの損傷を防め、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の 

端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 


b . メモリモジュールの左右の端の部分を持って、そのままゆっくりと斜め上に引き抜いて 
(2) 取り外します。 



取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 

10. 以下の手順に沿って、メモリモジュールを取り付けます。 

a メモリモラュー疋の損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の端を 

持ってくださ！^メモ j モジュールの端子部分には触らないでください。 

a . メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに押し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます （2)。 
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C. カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左右の 
端をゆつくりと押し下げます （3)。 



メモリモジユールコンパートメントカバーのタブとコンピユーターの切り込みを合わせて 
(1)、カバーを閉じます（2)。 

12. メモリモジュールコンパートメントの2つのネジ （3) を締めます。 





13. バッテリを取り付けなおします。 

14. コンピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

15. コンピューターの電源を入れます。 
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8 ドライブと外付けデ/《イス 


ドライブ 

取り付けられているドライブの確認 

お使いのコンピューターには、（回転式ディスクを搭載した）ハードドライブまたはソリツドステー 
トメモリを搭載した SSD (Solid State Drive ) が搭載されています。 SSD は、駆動部品を持たないた 
め、ハードドライブほど熱を発生しません。 

コンピューターに取り付けられているドライブを表示するには、[スタート]— [コンビ ュータ _] の順に 
選択します。 


歐 注記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプ#サボート]を参照してください。 


ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り扱いには注意が必要です。ドライブの取り 
扱いについては、以下の注意事項を参照してください。必要に応じて、追加の注意事項および関連手 
順を示します。 
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A 注意 コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、以下の点に注意してくだ 

さい。 

外付けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような場合 
は、事前にスリープを開始して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り外 
してください。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り扱い、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、コンピューターの電源を切ります。コンピューターの電源が切れている 
のか、スリープ状態か、またはハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコンピューター 
の電源を入れ、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ（一部のモデルのみ）内のディスクへの書き込みが行われているときは、キー 
ボードから入力したり、コンピューターを移動したりしないでくださしヽ。書き込み処理は振動の影響 
を受けやすい動作です。 

バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に充電され 
ていることを確認してください。 

高温または多湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発泡ビニールシートなどの緩衝材で適切に梱包し、梱包箱の表面に「コ 
ワレモノ —取り扱い注意」と明記してください。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X線を使用してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん〇 


ハードドライブパフォーマンスの向上 
ディスクデフラグの使用 

コンピューターを使用しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。ディス 
クデフラグを行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダーを集めてより効率よく作 
業を実行できるようになります。 

ディスクデフラグを実行するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]4[アクセサリ]—[システムツール]—[ディスクデフラグ】の順 
に選択します。 

2. [今すぐ最適化]をクリックします。 


& 注記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。アプリケーションのインス！ル、ユーティリティの実行、 Windows 
の設定変更などを行うときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳 
しくは、[ヘルプとサポート]を參照してください。 
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詳しくは、ディスクデフラグツールソフトウェアのヘルプを參照してくださし、。 


ディスククリーンアップの使用 

ディスククリーンアップを行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファイ 
ルが安全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになります。 

ディスククリーンアップを実行するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム】—[アクセサリ】4[システムツール】—[ディスククリーンアッ 
プ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

ハードドライブベイ内のハードドライブの交換 

A 注意: 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐめ、以下の点 (z 注意してく岳さし^ 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてくだ 
さい。コンピューターの電源が入っているときや、スリープまたはハイパネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ス 
イッチをスライドさせてコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の 
手順 p ャ艺トダウンします^ 

ハードドライブを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜き、コンピューターの電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. コン ピューターからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブベイが手前になるように置き、ハードドライブカバーの3つのネジ （1) を緩め 
ます。 
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8. ハードドライブカバーを持ち上げて（2)、コンピューターから取り外します。 


(I© 



9. ハードドライブをコンピューターに固定している2つのネジ （1) を緩めます。 

10. ハードドライブを左方向にスライドさせて（2)、ハードドライブの固定を解除します。 

11. ハードドライブを上向きに回転させるようにして （3) 、ハードドライブベイから取り出します 

⑷。 



ハードドライブを取り付けるには、以下の操作を行います。 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入します（1)。 

2. ハードドライブを回転させるようにして下げ（2)、右方向にスライドさせて（3)、所定の位置に 
固定します。 
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3. ハー ドドライブを コンピューター に固定している 2 つの ネジ （4) を締めます。 



4. ハードドライブカバーのタブ （1) を、コンピューターのくぼみに合わせます。 

メモリモジュールコンパートメントカバーを閉じます （2) 。 

6. ハードドライブカバーの3つのネジ （3) を締めます。 
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[HP ProtectSmart Hard Drive Protection ] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP ProtectSmart Hard Drive Protection ] は、以下のどちらかの場合にドライブを一時停止し、データ 
要求を中止することによって、ハードドライブを保護するシステムです。 

• バッテリ電源で動作しているときにコンピューターを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにデイスプレイを閉じた状態でコンピューターを移動した場合 
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これらのどれかが発生して終了すると間もなく、 [HP ProtectSmart Hard Drive Protection] はハードド 
ライブを通常動作に戻します。 


當 注記： SSD (Solid State Drive) には駆動部品がないため、 [HP ProtectSmart Hard Drive Protection] 
による保護は必要ありません。 

注記： USB コネクタに接続されているハードドライブは、 [HP ProtectSmart Hard Drive Protection] 
では保護されません。 


詳しくは、 [HP ProtectSmart Hard Drive Protection] ソフトウェアのヘルプを參照してください。 

[HP ProtectSmart Hard Drive Protection ] の状態の確認 

コンピューターのドライブランプがオレンジ色に点灯し、ドライブが停止していることを示します。 
ドライブが現在保護されているか、または停止しているかを確認するには、[スタート]— [コン トロー 
ルパネル]—[ハードウェアとサウンド]— [Windows モビリテイセンター】の順に選択します。 

• ソフトウェアが有効の場合、緑色のチェックマークがハードドライブアイコンに重なって表示 
されます。 

• ソフトウェアが無効の場合、赤のX印がハードドライブアイコンに重なって表示されます。 

• ドライブが停止している場合、黄色の月型マークがハードドライブアイコンに重なって表示さ 
れます。 


歐 注記： [Windows モビリティセンター]のアイコンは、ドライブの最新の状態を示していない場合が 
あります。状態が変更されたらすぐに表示に反映されるようにするには、通知領域のアイコンを有効 
にします。 


通知領域のアイコンを有効にするには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コントロールパネル]—[ハードウエアとサウンド]— [HP ProtectSmart Hard Drive 
Protection] の順に選択します。 


歐 注記： ザーアカウと卜制御]のウィンドウが表示されたら、[はい]をクリックします。_ 

2. [システムトレイ上のアイコン]行で[表示]をクリックします。 

3. [0K] をクリックします。 

停止されたハードドライブでの電源管理 

[HP ProtectSmart Hard Drive Protection] によってドライブが停止された場合、コンピュー■夕一は以下 
の状態になります。 

• シャットダウンができない 

• 次の注記に示す場合を除いて、スリープまたはハイパネーシヨンを開始できない 


W 注記： コンピューターがバッテリ電源で動作中に完全な口ーバッテリ状態になった場合は、 
[HP ProtectSmart Hard Drive Protection] で停止されたドライブであってもハイパネーシヨンが開 
始されます。 


コンピュ _ 夕一を移動する前に、完全にシャットダウンするか、スリープまたはハイバネ _ シヨンを 
開始します。 
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[HP ProtectSmart Hard Drive Protection] ソフトウェアの使用 

[HP ProtectSmart Hard Drive Protection ] ソフトウェアでは、以下のタスクを実行できます。 

• [HP ProtectSmart Hard Drive Protection ] を有効または無効にする。 

啟 注記 ： [HP ProtectSmart Hard Drive Protection ] の有効または無効への切り替えが許可されてい 
るかどうかは、 ユーザーの 権限に よって 異なります。なお、 Administrator グループのメンバーは 
Administrator 以外の ユーザーの 権限を変 更 できます。 

• システムのドライブがサポートされているかどうかを確認する。 

ソフトウェアを開いて設定を変更するには、以下の操作を行います。 

1. [ Windows モビリテイセンター]でハードドライブアイコンをクリックして 、 [HP ProtectSmart 
Hard Drive Protection ] ウィンドウを開きます。 

または 

[スタート]—[コントロールパネル]—[ハードウヱアとサウンド]— [HP ProtectSmart Hard Drive 
Protection] の順に選択します。 

^ 注記: [^- W - アカウント制面]のウィンドウが表示^たら、[はい1をクリックしま fT " 

2. 適切なボタンをクリックして設定を変更します。 

3. [0K] をクリックします。 

外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保存したり、情報にアクセスしたりできる場所 
が拡大されます。 

USB ドライブには、以下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD / CD - RW コンボドライブ 

• DVD 土 RW および CD - RW コンボドライブ 

• スーパーマルチ DVD 土 RW / CD-RW コンボドライブ （2 層記録 ( DL ) 対応） 

• LightScribe スーパーマルチ DVD 土 RW / CD-RW コンボドライブ （2 層記録 ( DL ) 対応） 

• ブルー•レイ ROM DVD 土 R/RW スーパーマルチドライブ （2 層記録 ( DL ) 対応） 

• LightScribe / スー•パーマルチ DVD 土 R / RW 対応ブルーレイ ROM ドライブ （2 層記録 （ DL ) 対応） 

MbT 必要なソフトウェアやドライバー、および使用するコン P ューターのコネクタの種類につい 

て詳しくは、デバイスに」寸属の説明書を参照してく互さい^ 

外付けドライブをコンピューターに接続するには、以下の操作を行います。 

a 襄憂が損傷する7とを防ぐため、別電源が必要なドライブを接続するどきは、卩ライブの電 

源コー上' を差し込んでいないことを確認してく技さし、 

1. ドライブをコンピューターに接続します。 

2. 別電源が必要なドライブを接続した場合は、ドライブの電源コードを、接地した外部電源のコン 
セントに差し込みます。 
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別電源が必要なドライブを取り外すときは、コンピューターからドライブを取り外した後、ドライブ 
の外部電源コードを抜きます。 


別売の外付けドライブの接続 


m 注記： 必要なソフトウェアやドライバー、および使用するコンピューターのコネクタの種類につい 
て詳しくは、デバイスに付属の説明書を參照してください。 


外付けドライブをコンピューターに接続するには、以下の操作を行います。 


A 注意 装置が損傷することを防ぐため、別電源が必要なドライブを接続するときは、ドライブの電 

p が切れていて、外郭電源コードがコ > t ° ュータ接続されてヒない2を確認してくださし、^ 

1. ドライブをコンピューターに接続します。 

2. 外部電力を使用するドライブを接続する場合は、そのデバイスの電源コードをアース付き電源コ 
ンセントに差し込みます。 

3. ドライブの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けドライブを取り外すときは、ドライブの電源を切り、コンピューターから 
取り外します。別電源が必要な外付けドライブを取り外すときは、ドライブの電源を切り、コンピュー 
ターからドライブを取り外した後、ドライブの外部電源コードを抜きます。 

オプティカルドライブの共有 

お使いのコンピューターにはオプティカルドライブは装備されていませんが、同じ有線または無線 
ネットワーク上にあるオプティカルドライブ装備の別のコンピューターとオプティカルドライブを 
共有すると、ソフトウェアへのアクセスやアプリケーションのインストール、およびデータへのアク 
セスが簡単に行えます。ドライブの共有は Windows オペレーティングシステムの機能であり、これ 
によって、 ユーザー は別のコンピューターのドライブをネットワーク上で使用できるようになりま 
す。 


啟 注記： ホームネ石トワークのセットアップおよびドライブの共有については、[ヘルプとサポート] 

を参照してください。 

注記： DVD ムービーやゲームディスクといった種類のディスクはコピーが防止されている場合が 
あります。その場合、 DVD または CD を共有して使用することはできません。 


外付けデバイス 

USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB コネクタを使用して、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、ハブな 
どの別売の外付けデバイスを、コンピューターまたは別売のドッキングデバイスか拡張製品に接続し 
ます。 


USB デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。 

コンピューターには4つの USB コネクタがあり 、 USB 1.0 、 USB 1.1、および USB 2.0 の各デバイス 
に対応しています。別売の USB ハブ、別売のドッキングデバイス、または別売の拡張製品には、コ 
ンピューターで使用できる USB コネクタが装備されています。 
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USB デバイスの接続 


A 注意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを接続するときは無理な力を加えないでく 
ださい。 


▲ USB デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに 
接続します。 



デ/ <イスが検出されると音が鳴ります。 


歐 注記： USB デバイスを初めて接続した場合は、タスクバーの右端の通知領域に[デバイスドライ 
バー 'ビフトウェアをインストールしています]というメ2セー'^が表示されます。 


USB デバイスの取り外し 


A 注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、以下の操作を行って USB デバイスを安全に 
取り外します。 

注意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスの取り外し時にケーブルを引っ張らないで 
ください。 


USB デバイスを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイ 
コンをクリックします。 


歐 注記： タスクバーに[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示す 
るには、[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をク 
リックします。 


2. 一覧からデバイス名をクリックします。 


m 注記： ハードウエアデバイスを安全に取り外すことができるというメッセージが表示されま 
す。 


3. デバイスを取り外します。 

メディアカードの使用 

別売のメディアカードは、データを安全に格納し、簡単にデータを共有できる力ードです。これらの 
力ードは、他のコンピューター以外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよ〈使用さ 
れます。 
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お使いのコンピューターのメディアカードスロットは、以下のフォーマットのメディアカードに対 
応しています。 

• メモリースティック （ MS ) 

• メモリースティック PRO (MS PRO ) 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• SD (Secure Digital ) メモリカード 

• SDHC (Secure Digital High Capacity ) メモリカード 

• xD ピクチャーカード （ XD ) 

• xD ピクチャーカード （ XD ) Type H 

• xD ピクチャーカード （ XD ) Type M 

メディアカードの挿入 

△ 注意： メディアカードまテこはコン P ューターの損傷を防ぐため、メデフア スロッ トにはどのよう 

な種類のアダプターも揷入しないでください。 

注意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときには、無理な 
* を加えないでくださし\ 

1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 

2. メディアスロットに力_ドを挿入し、力ードがしっかりと収まるまで押し込みます。 



デバイスが検出されると音が鳴り、場合によっては使用可能なオプシヨンのメニューが表示され 
ます。 
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メディアカードの取り出し 


A 注意： データの損失やシステムの応答停止を防ぐため、以下の操作を行ってメディアカードを安全 
に取り出します。 


1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 


ぽ 注記： データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの[コピー中]ウィンドウセ[キヤ 

ンセル]をクリニンクします」 

2. 以下の手順でメディアカードを取り出します。 

a. タスク/《一の右端の通知領域にある[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す] 
アイコンをクリックします。 


W 注記： タスクバーに[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表 
示するには、[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢 
EP ) をクリックします。 


b . —覧からメディアカード名をクリックします。 


m 注記： ハードウエアデバイスを安全に取り外すことができるというメッセージが表示さ 
れます。 


3. メディアカードを押して固定を解除し（1)、力ードを引いてスロットから取り出します（2)。 
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9 セキュリティ 


コンピューターの保護 

Windows オペ レー ティングシステムおよび Windows 以外のセ ットアップユーテ ィリティによって提 
供される標準のセキュリティ機能により、個人設定およびデータをさまざまなリスクから保護できま 
す。 

このガイドに記載されている手順を実行して、以下の機能を使用します。 

• パスワード 

• ウィルス対策ソフトウェア 

• フアイアウォールソフトウェア 

• 緊急セキュリティアップデート 

• 別売のセキュリティロックケーブル 

If 注記：_ セキュ万亍7ソリューシヨンは、 _ 抑止効果を発揮することを目瓦として M 十されています 

が、ソフトウヱアによる攻撃、またはコンピューターの盗難や誤った取り扱いを完全に防ぐものでは 
ありません。 


注記： コンピューターをサポートあてに送付する場合は、事前にすべてのパスワードと指紋設定を 
削除してください。 




コンピューターでの危険性 

セキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

電源投入時パスワード 

コンピューターウイルス 

[Norton Internet Security] ソフトウェア 

データへの不正なアクセス 

• フアイアウオールソフトウェア 

• Windows Update 

セットアップューティリティ、 BIOS 設定、およびその他の 
システム識別情報への不正アクセス 

管理者パスワード 

コンピューターへの現在または将来の脅威 

Microsoft からの緊急セキュリティアップデート 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

ユーザーパスワード 

コンピューターの不正な移動 

セキュリティロックケーブル用スロット（別売のセキュリ 
ティロックケーブルとともに使用） 


パスワードの使用 

パスワードとは、お使いのコンピューターの情報を保護するために選択する文字列です。情報へのア 
クセスの制御方法に応じてさまざまな種類のパスワードを選択できます。パスワードは、 Windows や 
セットアップユーティリティ （ Windows が起動する前に機能する、プリインストールされたユーティ 
リテイ）で設定できます。 
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△注意： コンピユーターがロックされないように、設定したパ スワー ドをすべて書き留めてくださ 
し、。 ほとんどのパ スワー ドは設定、変更、削除するときに表示されないため、パ スワー ドをすぐに書 
き留め、他人の目にふれない安全な場所に保管する必要があります。 


セットアップ ユー ティリティの機能と Windows のセキュリティ機能には、同じパ スワー ドを使用で 
きます。また、複数のセットアップ ュー ティリティ機能に同じパ スワー ドを使用することもできま 
す。 


セットアップユーティリティでパスワードを設定する場合は、以下のガイドラインを参考にしてくだ 
さい。 

• パスワードは、最長8文字まで英数字を組み合わせて指定できます。また、大文字と小文字は区 
別されます。 

• セットアップユーティリティで設定するパスワードは、セットアップユーティリティのブロン 
プトで入力する必要があります。 Windows に設定されるパスワードは、 Windows プロンプトで 
入力する必要があります。 

パスワードを作成したり保存したりするときは、以下のヒントを参考にしてください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、コンピューターから離れた他人の目にふれない安全な場所に保管 
する 

• パスワードをコンピューター上のファイルに保存しない 

• 咅 P 外者が簡単に知ることができる名前などの個人情報を使用しない 

以下の項目では、 Windows のパスワードおよびセットアップユーティリティのパスワードのそれぞ 
れの機能について説明します。スクリーンセーバーのパスワードなど、 Windows のパスワードにつ 
いては、[スタート】—[ヘルプとサボート]の順に選択してください。 

Windows でのパスワードの設定 


パスワード 

機能 

管理者パスワード 

管理者レベルのデータへのアクセスを保護します 

注記： このパスワードは、セットアップユーティリティの 
データへのアクセスには使用できません 

ユーザーパスワード 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します。コ 
ンピューターのデータへのアクセスも保護します。スリープ 
またはハイバネーシヨンを終了するときに入力する必要があ 
ります 

アップユーテイリテイでのパスワー 

ドの設定 

パスワード 

機能 

管理者パスワード* 

• セットアップユーティリティへのアクセスを保護します 

• パスワードの設定後は、セットアップユーティリティに 
アクセスするたびにこのパスワードを入力する必要があ 
ります 

注意： 管理者パスワードを忘れた場合は、セットアップ 
ユーティリティにアクセスできません 
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パスワード 

機能 

電源投入時パスワード* 

• コンピューターのデータへのアクセスを保護します 


• パスワード設定後は、コンピューターの電源投入時、再 
起動時、またはハイバネーシヨンの終了時には必ずこの 
パスワードを入力する必要があります。 


注意： 電源投入時パスワードを忘れると、コンピューター 
の電源を入れることも、再起動も、ハイバネーシヨンの終了 
もできなくなります 


注記： 管理者パスワードは、電源投入時パスワードの代わ 
りに使用できます 

* 各パスワードについて詳しくは、 

以下の項目を参照してください。 


管理者パスワード 

管理者パスワードは、セットアップユ—ティリティ内の設定値とシステム識別情報を保護します。パ 
スワードの設定後は、セットアップユーティリティにアクセスするたびにこのパスワードを入力する 
必要があります。 

その管理者パスワードは、 Windows で設定した管理者パスワードで置き換えができず、設定、入力、 
変更、または削除時に表示されません。必ずパスワードを書き留め、安全な場所に保管してくださ 
し、。 

管理者パスワードの管理 

パスワードを設定、変更および削除するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメツセージが表示されている間に、 flO 
キーを押します。 

または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメツセージが表示されている間に、 esc 
キーを押します。 [Startup Menu ] (スタートアップメニュー ） が表示されたら flO キーを押しま 
す。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定）- »[Set Administrator Password] (管理者 
パスワードの設定）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 管理者パスワードを設定するには、 [Enter New Password] (新しいパスワードの入力）お 
よび [Confirm New Password] (新しいパスワードの確認）フィールドにパスワードを入力 
し、 enter キーを押します。 

• 管理者パスワードを変更するには、 [Enter Current Password] (現在のパスワードの入 
力）フイールドに現在のパスワードを入力し、 [Enter New Password] および [Confirm New 
Password] フィールドに新しいパスワードを入力し、 enter キーを押します。 

• 管理者パスワードを削除するには、 [Enter Password] (パスワードの入力）フイールドに 
現在のパスワードを入力し、 enter キーを4回押します。 

3. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit] (終 
了）— [Exit Saving Changes] (変更を保存して終了）の順に選択します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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管理者パスワードの入力 


[Enter Password] (パスワードの入力）画面が表示されたら、管理者パスワードを入力して enter 
キーを押します。3回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動し、入力しなおして 
ください。 

電源投入時パスワード 

電源投入時パスワードは、コンピューターが不正に使用されることを防ぎます。パスワード設定後 
は、コンピューターの電源投入時、再起動時、またはハイパネーシヨンの終了時には必ずこのパス 
ワードを入力する必要があります。電源投入時パスワードは、設定、入力、変更、または削除する場 
合に表 7 F されません。 

電源投入時パスワードの管理 

パスワードを設定、変更および削除するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメツセージが表示されている間に 、 flO 
キーを押します。 

または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメツセージが表示されている間に、 esc 
キーを押します 。 [Startup Menu ] (スタートアッゴメニュー ) が表示されたら flO キーを押しま 
す。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定）— [Set Power-On Password] (電源投入時 

パスワードの設定）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 電源投入時パスワードを設定するには、 [Enter New Password] (新しいパスワードの入 
力）および [Confirm New Password] (新しいパスワードの確認）フィールドにパスワード 
を入力し、 enter キーを押します。 

• 電源投入時パスワードを変更するには [Enter Current Password] (現在のパスワードの入 
力）フイールドに現在のパスワードを入力し、 [Enter New Password] および [Confirm New 
Password] フィールドに新しいパスワードを入力し、 enter キーを押します。 

• 電源投入時パスワードを削除するには、 [Enter Current Password] フイールドに現在のパ 
スワードを入力し、 enter キーを4回押します。 

3. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit] (終 
了）— [Exit Saving Changes] (変更を保存して終了）の順に選択します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

電源投入時パスワードの入力 

[Enter Password] 画面が表示されたらパスワードを入力して enter キーを押します。3回続けて間違 
えて入力した場合は、コンピューターを再起動し、入力しなおしてください。 

ウィルス対策ソフトウェアの使用 

コンピューターで電子メールを使用するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスする 
ときは、コンピュ_夕_がコンピュ_夕_ウィルスの危険にさらされます。コンピュ_夕_ウィル 
スに感染すると、オペレーティングシステム、プログラム、ユー亍ィリティなどが使用できなくなつ 
たり、正常に動作しな〈なったりすることがあります。 
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ウィルス対策ソフトウェアを使用すれば、ほとんどのウィルスが検出、駆除されるとともに、通常、 
ウィルスの被害にあった箇所を修復することも可能です。新しく発見されたウィルスからコンピュー 
ターを保護するには、ウィルス対策ソフトウェアを最新の状態にしておく必要があります。 

お使いのコンピューターには、ウィルス対策プログラムの [Norton Internet Security ] がプリインストー 
ルされています。 ソフトウヱアには60日間の無料更新サービスが含まれています。延長更新サービ 
スを購入し、60日以後も新しいウィルスからコンピューターを保護することを強くおすすめします。 
[Norton Internet Security ] ソフトウェアの使用と更新、および延長更新サービスの購入の手順は、プロ 
グラム内から参照できます。 [Norton Internet Security ] を表示しアクセスするには、[スタート]—[すべ 
てのプログラム 】— [Norton Internet Security ] の順に選択します。 

コンピューターウィルスについてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサポート]の[検索]テキスト 
フィールドに「ウィルス」と入力してください。 

フアイアウオールソフトウェアの使用 

コンピューターで電子メ ールやネットワークを使用したりインターネットにアクセスしたりする場 
合、第三者がコンピューターや個人用ファイルにアクセスしたり、使用者に関する情報を不正に取得 
してしまう可能性があります。プライバシを保護するため、コンピューターにプリインストールされ 
ているファイアウォールソフトウェアを使用してください。 


ネットワーク処理のログおよびレポート情報や、自動アラームなどのファイアウォール機能を使用し 
て、コンピューターでの送受信の流れを監視します。詳しくは、ファイアウォールの説明書を参照す 
るか、ファイアウォールの製造元に問い合わせてください。 


& 注記： 特定の状況下では、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックした 
り、ネットワーク上のプリンターやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添付 
ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解決するには、ファイアウォールを 
無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にします。問題を永久に解決 
するには、ファイアウォールを再設定します。 


緊急セキュリティアップデートのインストール 


△ 注意： Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を配信しています。お使いのコンピューター 
をセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保護するため、通知があった場合はすぐに 
Microsoft 社からのすべてのオンライン緊急アップデートをインストールしてください。 


オペレーティングシステムやその他のソフトウエアに対するアップデートが、コンピューターの工場 
出荷後にリリースされている可能性があります。すべての使用可能なアップデートが確実にコンピュー 
ターにインストールされているようにするには、以下の操作を行います。 

• コンピューターのセットアップが完了したら、できる限りすぐに [Windows Update ] を実行しま 
す。[スタート]—[すべてのプログラム ]— [Windows Update ] の順に選択すると表示されるアップ 
デートリンクを使用します。 

• [Windows Update ] は毎月実行してください。 

• Windows およびその他の Microsoft のプログラムのアップデートがリリースされる度に、 Microsoft 
社の Web サイトおよび[ヘルプとサボート]のアップデートリンクから入手します。 
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別売のセキュリティロックケーブルの接続 

m MbT セキュリ亍7 口歹クケープノ];に" Wih 効果はありますがてコン E ューターの誤った取り扱い 

や盗難を完全に防ぐもの句よありませ 

1. 固定された物体にセキュリティロックケーブルを巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をケーブルロック （2) に差し込みます。 

3. セキュリティロックケーブルをコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロット （3) 
に差し込み、鍵をかけます。 
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10 [HP QuickWeb ] の設定変更 


[HP QuickWeb ] の有効化および無効化 

Windows オペレーティングシステムから [HP QuickWeb] を無効または再び有効にするには、以下の操 
作を行います。 

1. [スタート]—[すべての プログラム ] —[HP QuickWeb] の順にクリックします。 [HP QuickWeb 
Installer] フォルダーが開きます。 [HP QuickWeb Configuration Tool] (HP QuickWeb 構成ツー 
ル）をクリックします。 

2. [Enable QuickWeb] ([HP QuickWeb] を有効にする）チェックボックスにチェックを入れます。 

3. [OK] をクリックします。 

歐 注記： [HP QuickWeb Configuration Tool] には、 [ スタート ]—[ コントロールパネル ]^ [衾 示 方法]矢 

印の順にクリックしてアクセスすることもできます。[大きい アイコン ] または[小さい アイコン ] を選択 
して、 [HP QuickWeb Configuration Tool] を探します。 
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A セットアップユーティリティ ( BIOS ) 


セットアップユーティリティの起動 

セットアップユーティリティは ROM ベースのユーティリティで、情報の表示とシステムのカスタマ 

イズを行います。 Windows オペレーティングシステムが動作しない場合にも使用できます。 

ユーティリティはコンピューターに関する情報をレポートし、起動、セキュリティ、および他のオプ 

シヨンを設定します。 

セットアップユーティリティを開始するには、以下の操作を行います。 

▲ コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に、 flO 
キーを押します。 

または 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に、 esc 
キーを押します。 

2. [Startup Menu ] (スタートアップメニュ ー) が表示されたら flO キーを押します。 

セットアップユーティリティの使用 

セットアップユーティリティでの移動および選択 

セットアップユーティリティは Windows ベースではないため、タッチパッドに対応していません。 

移動および選択は、キーを押して行います。 

• メニュ _ またはメニュ _ 項目を選択するには、矢印キ _ を使用します。 

• 一覧から項目を選択したり、有効/無効などのフィールドを切り替えたりするには、矢印キーを 
使用するか、 f 5 キーまたは f 6 キーを使用します。 

• 項目を選択するには、 enter キーを押します。 

• テキストボックスを閉じるか、またはメニュー表示に戻るには、 esc キーを押します。 

• セツトアップユーティリティの起動中にその他の操作や選択項目の情報を表示するには、 fl キー 
を押します。 
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セットアップユーティリティの言語の変更 

以下の手順では、セットアップユーティリティの言語を変更する方法を説明します。セットアップ 
ユーティリティが起動していない場合、手順1から始めます。セットアップユーティリティが起動し 
ている場合は、手順2から始めます。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に 、 flO 
キーを押します。 

または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に、 esc 
キーを押します 。 [Startup Menu ] (スタートアップメニュー ） が表示されたら flO キーを押しま 
す。 

2. 矢印キーを使用して [System Configuration] (システムコンフィギュレーション）— [Language] 

(言語）の順に選択し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して言語を選択し、 enter キーを押します。 

4. 選択した言語を確認するメッセージが表示されたら、 enter キーを押します。 

5. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit] (終 
了）— [Exit Saving Changes] (変更を保存して終了）の順に選択し、 enter キーを押します 0 

変更はすぐに有効になります。 

システム情報の表示 

以下の手順では、セットアップユーティリティでシステム情報を表示する方法を説明します。セット 
アップユーティリティが起動していない場合、手順1から始めます。セットアップユーティリティ 
が起動している場合は、手順2から始めます。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメツセージが表示されている間に 、 flO 
キーを押します。 

または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Start 叩 Menu ] というメツセージが表示されている間に、 esc 
キーを押します 。 [Startup Menu ] (スタートアップメニュー ） が表示されたら flO キーを押しま 
す。 

2. [Main] (メイン）メニューを選択します。システム時刻および日付などのシステム情報およびコ 
ンピューターの識別情報が表示されます。 

3. 設定を変更しないでセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して、 [Exit] 
(終了）― {Exit Discarding Changes] (変更を取り消して終了）の順に選択し、 enter キーを押 
します。 
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セットアップユーティリティでの初期設定の復元 

以下の手順では、セットアップユーティリティの初期設定を復元する方法を説明します。セットアッ 
プユーティリティが起動していない場合、手順1から始めます。セットアップユーティリティが起 
動している場合は、手順2から始めます。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメツセージが表示されている間に、 flO 
キーを押します。 

または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメツセージが表示されている間に 、 esc 
キーを押します。 [Startup Menu ] (スタートアッゴメニュー ) が表示されたら flO キーを押しま 
す。 

2. 矢印キーを使用して [Exit 】 （終了）— [Load Setup Defaults] (初期設定値を口ードする）の順に 
選択し、 enter キーを押します。 

3. セットアップの確認が表示されたら、 enter キーを押します。 

4. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit]—[Exit 
Saving Changes] (変更を保存して終了）の順に選択し、 enter キーを押します 0 

セツトアップユーティリティの初期設定値は、コンピューターを再起動したときに有効になります。 


歐 注記： 上記の手順で工場出荷時の設定を復元しても、パスワード、セキュリティ、および言語の設 
定は変更されません。 


セットアップユーティリティの終了 

変更を保存または保存しないでセットアップユーティリティを終了できます。 

• 現在のセッションからの変更内容を保存して、セットアップユーティリティを終了するには、 

以下の操作を行います。 

セットアップユーティリティのメニューが表示されていない場合は、 esc キーを押して、メニュー 
画面に戻ります。矢印キーを使用して、 [Exit] (終了）— [Exit Saving Changes 】 （変更を保存し 
て終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 


• 現在のセッションからの変更内容を保存しないで、セットアップユーティリティを終了するに 

は、以下の操作を行います。 

セットアップユー亍ィリティのメニューが表示されていない場合は、 esc キーを押して、メニュー 
画面に戻ります。矢印キーを使用して、 [Exit]—[Exit Discarding Changes] (変更を保存しない 
で終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

どちらかを選択すると、コンピューターが再起動され Windows が起動します。 

セットアップユーテイリテイのメニュー 

このセクションのメニューの表に、セットアップユーティリティのオプションの概要を示します。 

& 注記:一一 己の章に記載されて厂ヽるセ、7トア、7プューティリティの一部のメニュー項目は、お使いのコ 

ンピューターでは使用できない場合があります。 
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[ Main ] (メイン）メニュ 


選択 

設定内容 

System information (ンス丁ム t 青辛艮） 

• システム時刻および日付を表示したり変更したりします 

• コンピューターの識別情報を表示します 

• プロセッサ、メモリサイズ、システム BIOS、 およびキーボード 

コントローラーのバージョン（一部のモデルのみ）の仕様情報を表 
示します 


[ Security ] (セキユリテイ）メニュ ー 


選択 

設定内容 

Administrator password (管理者パスワード） 

管理者パスワードを入力、変更、または削除します 

Power-On Password (電源投入時パスワード） 

電源投入時パスワードを入力、変更、または削除します 


[System Configuration ] (システムコンフイギユレーシヨン）メニユー 


選択 

設定内容 

Language Support (対応言語） 

セットアップユーティリティの言語を変更します 

Virtualization Technology (仮想化テクノロジ）（一 
部のモデルのみ） 

仮想化テクノロジを有効/無効にします 

Fan Always On (ファンを常にオン） 

フアンを常にオンにしておくかどうかを切り替えます。有効の場合、コ 
ンピューターのフアンが常にオンになります 

Action Key Mode (操作キーモード） 

[Action Key Mode] (操作キーモード）を有効/無効にします 

Boot Options ( ブートオプション） 

以下のブートオプションを設定します 

• POST Hot Key Delay (sec.) (POST ホットキーの遅延（秒））：ユー 
ザーがホットキーを押すときの遅延（キー入力を待つ時間）を、5 
秒間隔（0、5、10、15、 20) で設定します 

• QuickWeb Support (QuickWeb サボート）：セットアップユーティ 
リティ起動中の [HPQuickWeb] ブートメニューを有効/無効にしま 
す。セットアップユーティリティの起動遅延を、5秒間または10 
秒間に設定します 

• CD-ROM Boot (CD-ROM の読み出しが可能なオプティカルドラ 
イブからのブート）： CD-ROM からのブートを有効/無効にします 

• Floppy Boot (フロッピーディスクドライブからのブート）：フロッ 
ピーディスクからのブートを有効/無効にします 

• Internal Network Adapter Boot (内蔵ネットワークアダプターブー 
卜）： ネットワークアダプターからのブートを有効/無効にします 

• Boot Order (ブート順序）：以下のブート順序を設定します 

。 コンピューター本体のハードドライブ 

。 内蔵 CD/DVDROM ドライブ 

。 USB メモリ上のドライブ/ USB ハードドライブ 

。 USB CD/DVD ROM ドライブ 
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選択 設定内容 

。 USB フロツピー 
。 ネットワークアダプター 

LAN Power Saving (LAN 省電力）（一部モデルの LAN の省電カモードを有効/無効にします 
み） 


[Diaanostics] (診断）メニュー 


選択 設定内容 


Primary Hard Disk Self Test (プライマリハードドハードドライブの総合的な自己診断を実行します 
ライブの自己診断） 


Memory Test (メモリテスト） システムメモリの診断テストを実行します 


BIOS の更新 

HP の Web サイトから、 BIOS の更新されたバージョンを入手できます。 HP の Web サイトには、多 
くの BIOS アップデートが SoftPaq という圧縮ファイル形式で提供されています。 

一部のダウンロ _ ドパッケージには、このファイルのインスト _ ルやトラブルシュ _ テイングに関す 
る情報が記載された Readme . txt ファイルが含まれます。 

bios のバージョンの確認 

利用可能な BIOS アップデートの中に、現在コンピューターにインストールされている BIOS よりも 
新しいバージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム BIOS 
のバージョンを確認する必要があります。 

BIOS バージョン情報 （ ROM の日付またはシステム BIOS とも呼ばれます）を表示するには 、 fn + 
esc キーを押す （ Windows を起動している場合）か、セットアップユーティリティを使用します。 

セットアップユーティリティを使用して BIOS の情報を表示するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメツセージが表示されている間に 、 flO 
キーを押します。 

2. セットアップユーティリティの起動時にシステム情報が表示されない場合は、矢印キーを使用 
して [Main] (メイン）メニューを選択します。 

[ Main ] メニューを選択すると、 BIOS およびその他のシステムの情報が表示されます。 

3. セットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit 】 （終了）— [Exit 
Discarding Changes] (変更を取り消して終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 
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BIOS アツ プデー トの ダウンロード 


A 注意. コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロー 
ドおよびインストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使用した信頼性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスや別売の拡張製品に接続されているとき、または別売の電源に接続されているとき 
は、 BIOS アップデートをダウンロ_ドまたはインス I —ルしないでください。ダウンロードおよび 
インストール時は、以下の点に注意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを抜いて外部からの電源供給を遮断することはおや 
めください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイ/くネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの挿入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 


BIOS アップデートをダウン D — ドするには、以下の操作を行います。 

1. お使いのコンピューター用のソフトウェアを提供している HP の Web サイトのページを表示し 
ます。 

[スタート]—[ヘルプとサボート】の順に選択し、ソフトウェア、ドライバー、および BIOS の更新 
へのリンクをクリックします。 

2. 画面の説明に沿ってお使いのコンピューターを指定し、ダウン D — ドする BIOS アップデートを 
表 / J 、 します〇 

3. ダウンロードエリアで、以下の操作を行います。 

a . お使いのコンピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンよりも新しい 
BIOS を確認します。日付や名前、またはその他の、ファイルを識別するための情報をメモ 
しておきます。後で、ハードドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情 
報が必要になる場合があります。 

b . 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウン□—ドします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスをメモします。このパスは、アップ 
デートをインストールするときに必要です。 


歐 注記： コンピユーターをネットワークに接続している場合は、ソフトウェアアップデート 
(特にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実 
行してください。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コンピューター] の順に選択して、 Windows の [エ クス プローラー] を起動します。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、[口ーカルディスク （ C :)] を指定します。 

3. BIOS ソフトウエアをダウンロードした時のメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保存されているフォルダーを開きます。 

4. 拡張子が. exe であるファイル ( filename . exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 BIOS が正しく更新されたら、コン 
ピューターは自動的にシャツトダウンします。 
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歐 注記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 


プログラムおよびドライバーの更新 

BIOS アップデート以外のソフトウェアをダウン D — ドしてインストールするには、以下の操作を行 
います。 

1. お使いのコンピューター用のソフトウェアを提供している HP の Web サイトのページを表示し 
ます。 

[スタート]—[ヘルプとサボート]の順に選択して最新ソフトウヱアを提供するページへのリンク 
を選択します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、アップデートするソフトウヱアを見つけます。 

3. ダウンロードエリアで、ダウンロードするソフトウェアを選択し、画面の説明に沿って操作し 
ます。 


啟 注記： ソフトウェアをダウンロードする場所へのパスのメモを取っておきます。ソフトウェア 
をインストールするときに、このパスが必要です。 


4. ダウンロードが完了したら、[スタート]— [コンビ ュータ _] の順に選択して、 Windows の[エクス 
プローラー]を開きます。 

5. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、[口ーカルディスク （ C :)] を指定します。 

6. BIOS ソフトウェアをダウンロードした時のメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保存されているフォルダーを開きます。 

7. 拡張子が. exe であるファイル （ filename . exe など）をダブルクリックします 0 
インストールが開始されます。 

8. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


歐 注記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 
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B バックアップおよび復元 


障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態が復元さ 
れます。システムを導入後、最初のソフトウェアのセットアップが終了したら、すぐにリカバリデイ 
スクを作成することをおすすめします。その後も、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応 
じて定期的にシステムをバックアップし、適切な新しいバックアツプを作成しておくようにしてくだ 
さい。 


オペレーティングシステムに組み込まれているツールおよび [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリ 
マネージャー）ソフトウェアは、システムに障害が発生した場合に以下のタスクによって情報を保護 
および復元できるように設計されています。 


• [HP Recovery Manager ] を使用してリカバリディスクを作成します。 

• 重要なシステムファイルを保護するために定期的に情報をバックアップします。 

• Windows の[システムの復元]機能を使用してシステムの復元ポイントを作成し、定期的にディス 
クにコピーします。 

• プログラムまたはドライバーを復元します （[HP Recovery Manager ] ソフトウェアの機能）。この 
機能は、システム全体の復元を実行しないでプログラムまたはドライバーを再インストールする 
ために役立ちます。 

• システム全体を復元します （[HP Recovery Manager ] ソフトウェアの機能 ）。 [HP Recovery 
Manager ] を使用すると、システムに障害が発生した場合や動作が不安定になった場合、オペレー 
ティングシステムとソフトウェアを修復できます 。 [HP Recovery Manager ] は、ハードドライブ 
上の専用の復元用パーティシヨンから実行するか、作成または購入したリカバリディスクから 
実行できます。 

リカバリディスクの作成 

システムに重大な障害が発生した場合や動作が不安定になった場合にシステムを工場出荷時の状態に 

復元できるように、リカバリディスクを作成しておくことをおすすめします。リカバリディスク 

は、コンピューターを最初にセットアップした後、なるべく早く作成してください。 

リカバリディスクは慎重に取り扱い、安全な場所に保管してください。ソフトウヱアを使用して作成 

できるリカバリディスクは1セツトのみです。 


^ 注記： お使いのコンピューターにオプティカノ r ドライブが搭載されていない場合は、外付けオプ 

ティカルドライブ（一部のモデルのみ）を使用してリカバリディスクを作成するか、または HP の 
Web サイトからお使いのコンピューターに適切なリカバリディスクを購入できます。 

注記： 外付けオプティカルドライブは、ハブやドッキングステーシヨンなど他の外付けデバイス 
にある USB コネクタではなく、コンピューター本体の USB コネクタに接続する必要があります。 
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リカバリディスクを作成するには、事前に以下のガイドラインを確認してください。 


• 高品質な DVD - R 、 2層記録 DVD - R 、 DVD + R 、 2層記録 DVD + R 、 BD-R (書き込み可能なブルー 
レイ ディスク）、 または CD - R ディスクを用意する必要があります。これらのディスクは、すべ 
て別売です。 DVD および BD には、 CD よりはるかに大きな容量を書き込むことができます 。 CD 
を使用すると最大20枚のディスクが必要になる場合でも、 DVD または BD では数枚のみで済み 
ます。 


歆 注記 ： [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー） ソフトウェアは、 CD - RW、DVD 
土 RW 、 2層記録 DVD 土 RW 、 および BD-RE (再書き込みが可能なブルーレイ）ディスクなどの 
ような書き換え可能なディスクには対応していません。 


• このプロセスでは、コンピューターを外部電源に接続する必要があります。 

• リカバリディスクは、1台のコンピューターに対して1セットのみ作成できます。 

• オプティカルドライブにディスクを挿入する前に、各ディスクに番号を付けておいてくださし、。 

• 必要に応じて、リカバリディスクの作成が完了する前に、プログラムを終了させることができ 
ます。次回 [HP Recovery Manager ] を起動すると、ディスク作成プロセスを続行するか尋ねられ 
ます。 

リカバリディスクを作成するには、以下の操作を行います。 

1. [ スタート ]— [すべてのプログラム]— [Recovery Manager] (リカバリマネージャ ー） — [Recovery 
Disc Creation] (リカバリディスク作成）の順に選択します 0 

[HP Recovery Manager ] が起動します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

情報のバックアップ 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態が復元さ 
れます。システムを導入後、最初のソフトウェアのセットアップが終了したら、すぐにリカバリディ 
スクを作成してください。これらのリカバリディスクを使用すると、システムが不安定になった場合 
またはシステムに障害が発生した場合に、コンピューターを起動（ブート）できます。 

その後も、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じて定期的にシステムをバックアップ 
し、適切な新しいバックアップを作成しておくようにしてくださしヽ。以下のようなときに、システム 
をバックアップします。 

• 定期的な間隔 


歐 注記： 情報を定期的にバックアップするようにリマインダーを設定します。 

• コンピューターを修復または復元する前 

• ハードウェアまたはソフトウェアを追加/変更する前 
バックアップを行う場合は、以下の点を参考にしてください。 

• [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー) を使用してリカバリディスクを作成しま 
す。 

• Windows の[システムの復元]機能を使用してシステムの復元ポイントを作成し、定期的にディス 
クにコピーします。 

• 個人用ファイルを[ドキュメント]ライブラリに保存し、このフォルダーを定期的にバックアップ 
します。 

• 関連付けられたプログラムに保存されているテンプレートをバックアップします。 
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• カスタマイズされているウィンドウ、ツ_ルバー、またはメニューバーの設定のスクリ_ン 
ショット（画面のコピー）を撮って保存します。設定をリセットする必要がある場合、画面のコ 
ピーを保存しておくと時間を節約できます。 

画面をコピーしてワープロ文書などに貼り付けるには、以下の操作を行います。 

1. 画面を表示します。 

2. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウのみをコピーするには 、 alt + fn + prtsc キーを押します。 

画面全体をコピーするには 、 fn + prtsc キーを押します。 

3. ワープロソフトなどの文書を開くか新しく作成して[編集]—[貼り付け]の順に選択します。 

4. 文書を保存します。 

• 情報は、外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップでき 
ます。 

• ディスクにバックアップする場合は、以下の種類の別売のディスクを使用できます。 CD - R 、 CD - 
RW 、 DVD + R 、 DVD+R (2 層記録 ( DL ) 対応）、 DVD - R 、 DVD-R (2 層記録 ( DL ) 対応）、およ 
び DVD 土 RW 。 使用できるディスクの種類は、お使いのコンピューターに接続されている外付け 
オプティカルドライブの種類によつて異なります。 


W 注記： 外付けオプティカルドライブは、ハブやドッキングステーションなど他の外付けデバ 
イスにある USB コネクタではなく、コンピューター本体の USB コネクタに接続する必要があり 
ます。 


注記： DVD および2層記録 ( DL ) 対応 DVD を使用すると、 CD より保存できる情報量が増え 
るため、バックアップに必要なリカバリディスクの数が少なくなります。 


• ディスクにバックアップする場合は、各ディスクに番号を付けてからコンピューターのオプティ 
カルドライブに挿入します。 

Windows の[バックアップと復元]の使用 

Windows の[バックアップと復元]を使用してバックアップを作成するには、以下の操作を行います。 


m 注記： お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ処 
理を開始してください。 

注記： ファイルのサイズやデバイスの処理速度によっては、バックアップ処理に1時間以上かかる 
ことがあります。 


1. [スタート]—[すべてのプログラム】—[メンテナンス]—[バックアップと復元]の順に選択します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、バックアップを設定および作成します。 


歐 注記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユー亍ィリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は' [ヘルプと サボート]を参照してください。 


システムの復元ポイントの使用 

システムをバックアップする場合は、システムの復元ポイントを作成します。システムの復元ポイン 
卜によって、特定の時点でのハードドライブのスナップシヨットに名前を付けて保存できます。後で 
システムに対する変更を破棄する場合、そのポイントまで戻ってシステムを回復できます。 
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啟 注記： 以前の復元ポイントに復元しても、最後の復元ポイント後に作成されたデータファイルや電 
こは影響がありません2 

また、追加の復元ポイントを作成して、システムファイルおよび設定の保護を強化できます。 

復元ポイントを作成するとき 

• ソフトウ; L アやハードウエアを追加または大幅に変更する前 

• システムが最適な状態で動作しているとき（定期的に行います） 

啟 注記： 復元ポイントまで戻した後に考えが変わった場吾は、その復元を取し JW す:^とがそ'きます。 

システムの復元ポイントの作成 

1. [スタート]—[コントロールパネル]—[システムとセキュリティ]—[システム】の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [保護設定]の下で、復元ポイントを作成するディスクを選択します。 

5. [作成]をクリックします。 

6. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

以前のある日時の状態への復元 

コンピューターが最適な状態で動作していた（以前のある日時に作成した）復元ポイントまで戻すに 
は、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コントロールパネル]—[システムと セキュリティ】一* [システム】の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [システムの復元】ボタンをクリックします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

復元の実行 

歐 注記： ファイ了レの復元は、以前ノ <ックア石プを行っ7こファイ ノ 17に身してのみ可能です。 _ お使 P のコ 

ンピューターをセットアップしたらすぐに 、 [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー） 

を使用してリカバリディスクのセット（ドライブ全体のバックアップ）を作成することをおすすめし 
ます。 


システムに障害が発生した場合やシステムが不安定になった場合 、 [HP Recovery Manager ] ソフトウェ 
アを使用してシステムを修復または復元できます 。 [HP Recovery Manager ] は、ユーザーが作成（一 
部のモデルのみ）または購入したリカバリディスクから実行するか、ハードドライブまたは SSD 
(Solid State Drive ) 上にある専用の復元用パーティシヨンから実行できます。 

W 注記： V ^ iows は、[孓ステムの復元]機能な I 独自の修復機能を備えています。れらの機能を 

まだ試していない場合は、試してから [HP Recovery Manager ] を使用してください。 

注記 ： [HP Recovery Manager ] では、出荷時にプリインストールされていたソフトウェアのみが復 
元されます。このコンピューターに付属していないソフトウェアは、製造元の Web サイトからダウ 
ンロードしたファイルまたは製造元から提供されたディスクから再インストールする必要がありま 
す。 
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リカバリディスクを使用した復元 

リカバリディスクからシステムを復元するには、以下の操作を行います。 

1. すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 1枚目のリカバリディスクをオプティカルドライブに挿入し、コンピューターを再起動します。 
3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

専用の復元用パーティシヨンからの復元 

—部のモデルでは、[スタ _ 卜]ボタンをクリックするか、 fl 1 キ _ を押して、ハ _ ドドライブ上のパ _ 
ティシヨンから復元を実行できます。この操作によって、コンピューターが工場出荷時の状態に戻り 
ます。 

復元用パーティシヨンからシステムを復元するには、以下の操作を行います。 

1. 以下のどちらかの方法で [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー) にアクセスしま 
す。 

• [スタート]—[すべてのプログラム]— [Recovery Manager ] (リカバリマネージャ _) -♦ 
[Recovery Manager ] の順に選択します。 

または 

• コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 

というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。次に、 [Press < f 11> for 
recovery ] というメッセージが表示されている間に、 fll キーを押します。 

2. [Recovery Manager ] ウィンドウの [System Recovery ] (システムの復元）をクリックします。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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